
国士舘史関係資料の翻刻並びに補註　第七巻

29

国
士
舘
史
関
係
資
料
の
翻
刻
並
び
に
補
註

　
第
七
巻

　
　
　
　
　
　
　

凡　

例

一　

こ
こ
に
は
、
国
士
舘
史
編
纂
の
た
め
に
調
査
収
集
し
た
資
料
の
う
ち
か
ら
、
翻
刻
・
校
訂
と
補
註
が
終
了
し
、
重
要
度
が
高

い
も
の
を
順
次
紹
介
す
る
。

一　

資
料
に
は
、
巻
別
に
適
宜
、
通
し
番
号
と
表
題
を
付
し
、
そ
の
下
に
（　
　

）
で
出
典
を
略
記
し
た
。

一　

資
料
は
、
漢
字・仮
名
遣
い
と
も
、
で
き
る
だ
け
原
本
に
忠
実
に
翻
刻
し
た
が
、
一
部
に
句
読
点
を
補
い
読
み
や
す
く
改
め
た
。

一　

資
料
中
の
漢
字
は
、
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
に
改
め
た
。
た
だ
し
、
常
用
漢
字
に
な
い
も
の
お
よ
び
地
名
・
人
名
な
ど
特
に

必
要
と
認
め
た
も
の
は
、
原
本
の
ま
ま
と
し
た
。

一　

現
在
で
は
読
み
に
く
く
な
っ
た
語
句
に
は
、
平
仮
名
で
ふ
り
が
な
を
付
し
た
が
、
も
と
も
と
原
本
に
あ
る
ふ
り
が
な
は
片
仮

名
で
表
記
し
た
。

一　

資
料
の
成
立
事
情
及
び
資
料
中
に
使
用
さ
れ
る
用
語
で
意
味
を
解
し
に
く
い
も
の
に
は
、
簡
略
な
補
註
を
付
し
、
読
者
の
理

解
に
資
し
た
。

一　

資
料
の
翻
刻
・
校
訂
は
、
国
士
舘
史
資
料
室
収
蔵
の
原
本
、
な
い
し
は
原
本
か
ら
作
成
し
た
忠
実
な
複
製
資
料
に
よ
っ
た
。
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一　

昭
和
三
二
年
九
月　

国
士
舘
大
学
設
置
認
可
申
請
書
（
総
務
課
保
管
資
料
）

「（
表
紙
）

国
士
舘
大
学
設
置
認
可
申
請
書
［
印
］」

大
学
設
置
認
可
申
請
書

こ
の
た
び
国
士
舘
大
学＊
１

を
設
置
し
た
い
と
思
い
ま
す
か
ら
学
校
教
育
法
第
四
条
の
規
定
に
よ
っ
て
ご
認
可
下
さ
る
よ
う
別
紙
書

類
を
添
え
て
申
請
い
た
し
ま
す

昭
和
三
十
二
年
九
月
三
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

設
置
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

学
校
法
人
国
士
舘
理
事
長
柴
田
徳
次
郎
（
印
）

文
部
大
臣　

松
永
東
殿

国
士
舘
大
学
体
育
学
部
設
置
認
可
申
請
趣
旨

本
学
は
元
国
士
舘
専
門
学
校
と
称
し
、
昭
和
四
年
開
校
以
来
四
年
制
専
門
学
校
と
し
て
、
武
道
及
び
国
漢
、
地
歴
兼
修
の
中
等

教
員
を
養
成
し
来
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
昭
和
二
十
年
敗
戦
の
結
果
、
教
科
目
と
し
て
の
武
道
は
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和

二
十
八
年
四
月
国
士
舘
短
期
大
学
国

文

科

経
済
科
（
第
二
部
設
置
）が
認
可
さ
れ
、
更
に
昭
和
三
十
一
年
四
月
同
大
学
体
育
科
（
三
年
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制
）
増
設
の
認
可
を
受
け
、
武
道
科
と
し
て
の
長
年
の
歴
史
を
基
礎
に
、
一
般
体
育
を
加
え
復
活
す
る
こ
と
に
な
り
今
日
に
及

び
ま
し
た
。
今
回
は
新
に
国
士
舘
大
学
を
設
置
し
体
育
学
部
と
し
て
、
人
格
涵
養
の
点
で
、
実
力
の
点
で
、
且
つ
指
導
力
の
点

で
一
層
の
充
実
を
図
り
た
く
、
且
つ
又
中
学
校
高
等
学
校
に
於
け
る
体
育
科
有
資
格
者
教
員
の
甚
大
な
需
要
、
要
求
に
応
じ
特

に
有
資
格
者
、
武
道
指
導
者
の
需
要
緩
和
に
寄
与
し
た
く
以
て
新
日
本
の
要
求
す
る
「
健
全
な
る
身
体
、
健
全
な
る
精
神
」
の

新
国
民
練
成
を
目
標
と
し
て
国
士
舘
大
学
体
育
学
部
設
置
認
可
の
申
請
に
及
ん
だ
次
第
で
あ
り
ま
す
。

尚
、
現
在
中
学
校
、
高
等
学
校
に
於
て
は
体
育
科
教
員
の
内
、
有
資
格
者
以
外
、
他
教
科
担
任
の
兼
担
又
は
無
資
格
者
に
依
存

す
る
こ
と
多
き
実
態
は
別
表
第
一
の
如
く
で
あ
り
、
又
現
在
体
育
科
を
設
置
す
る
大
学
並
に
卒
業
者
数
は
別
表
第
二
（
昭
和

三
十
年
度
大
学
一
覧
に
よ
る
）
の
如
く
で
、
体
育
科
有
資
格
教
員
需
求
の
甚
大
な
る
に
比
し
供
給
源
の
大
学
数
の
少
い
現
状
を

知
る
の
で
あ
り
ま
す
。
一
方
中
学
校
高
等
学
校
に
於
け
る
柔
剣
道
も
従
来
に
増
し
隆
盛
を
み
る
今
日
、
有
資
格
武
道
指
導
者
の

数
も
亦
僅
小（
マ
マ
、少
カ
）

な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

〔
別
表
第
一
、
第
二　

略
〕

書
類
目
次

　

一　

国
士
舘
大
学
設
置
要
項

　

二　

学　
　
　

則



国士舘史研究年報 2015　楓厡

32

　

三　

校　
　
　

地
（
図
面
添
付
）

　

四　

校
舎
等
建
物
（
図
面
添
付
）

　

五　

図
書
標
本
機
械
器
具
等
施
設
概
要

　

六　

学
部
及
学
科
別
学
科
目
又
は
講
座

　

七　

修
業
年
限
・
履
修
方
法
及
び
学
士
号

　

八　

学
部
及
学
科
別
学
生
定
員

　

九　

職
員
組
織

　

十　

設
置
者
に
関
す
る
調

十
一　

資　
　
　

産

十
二　

維
持
経
営
の
方
法

十
三　

開　

設　

年　

次

十
四　

現
在
設
置
し
て
い
る
学
校
の
現
況

十
五　

将
来
の
計
画
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「（
内
表
紙
）

一
、
国
士
舘
大
学
設
置
要
項
」

第
一　

国
士
舘
大
学
設
置
要
項

一
、
名　
　

称

国
士
舘
大
学

二
、
位　
　

置

東
京
都
世
田
谷
区
世
田
谷
一
丁
目
一
〇
〇
六
番
地

三
、
目
的
及
使
命

本
学
は
教
育
基
本
法
の
精
神
に
基
き
、
広
く
一
般
の
基
礎
教
育
に
関
す
る
学
術
及
び
専
門
の
体
育
科
学
に
関
し
て
の
知

識
技
能
を
修
得
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
世
界
文
化
の
進
展
に
貢
献
す
る
と
共
に
、
教
育
界
、
体
育
界
並
に
実
業
界

に
お
け
る
社
会
人
を
育
成
す
る
こ
と
を
使
命
と
す
る
。

国
士
舘
大
学
体
育
学
部
創
設
理
由

本
学
は
元
、
国
士
舘
専
門
学
校
と
称
し
、
昭
和
四
年
以
来
、
武
道
、
国
漢
（
地
歴
）
兼
修
の
中
等
教
員
を
養
成
し
て

参
り
ま
し
た
が
、
昭
和
二
十
年
終
戦
以
来
、
武
道
は
廃
止
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
昭
和
二
十
八
年
三
月
国
士
舘
短
期
大

学
国
文
科
並
に
経
済
科
（
第
二
部
）
と
し
て
設
立
認
可
さ
れ
、
更
に
同
三
十
一
年
四
月
体
育
科
（
三
年
制
）
の
増
設

認
可
を
受
け
ま
し
て
復
活
致
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
回
は
新
に
国
士
舘
大
学
を
創
設
し
て
国
士
舘
短
期
大
学
の
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内
体
育
科
を
昇
格
せ
し
め
体
育
学
部
を
置
き
充
実
を
図
り
た
く
、
ま
た
現
下
中
等
学
校
に
お
け
る
体
育
教
員
の
不
足

緩
和
に
も
寄
与
致
し
た
く
こ
ゝ
に
申
請
に
及
び
ま
し
た
。

四
、
校　
　

地

総
坪
数　

二
二
、三
七
〇
坪
三
五

専
用　

一
八
、〇
八
一
坪　
　
　

国
士
舘
大
学

共
用　
　

四
、二
八
九
坪
三
五　

国
士
舘
短
期
大
学　

国
士
舘
高
等
学
校　

国
士
舘
中
学
校
と
共
用

五
、
校
舎
等
建
物

総
坪
数　
　

三
、一
六
三
・
〇
八
坪

専
用　
　

一
、九
四
一
・
〇
八
坪　

国
士
舘
大
学
体
育
学
部

共
用　
　

一
、二
二
二
・
〇
〇
坪

内　

訳

　
　

八
七
六
・
二
五
坪　

国
士
舘
短
期
大
学
と
共
用

　
　

三
四
五
・
七
五
坪　

国
士
舘
高
等
学
校
と
共
用

六
、
図
書
標
本
・
機
械
器
具
等
施
設
概
要

（一）　

図　

書
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総
数　

四
〇
、九
三
一
冊

専
用　

一
四
、〇
五
五
冊　

国
士
舘
大
学
体
育
学
部

同　
　

（
二
三
、七
三
五
）　

国
士
舘
短
期
大
学
（
国
文
科
経
済
科
）

共
用　
　

三
、一
四
一
冊　

国
士
舘
短
期
大
学
同
高
等
学
校
と
共
用

（二）　

標　

本総
数　
　
　
　

八
四
〇
点

専
用　
　
　
　

三
一
〇
点　

国
士
舘
大
学

共
用　
　
　
　

二
九
五
点　

国
士
舘
短
期
大
学
と
共
用

　
　
　
　
　

（
二
三
五
点　

国
士
舘
高
等
学
校
専
用
）

（三）　

機
械
器
具

総
数　
　

二
、二
四
一
点

専
用　
　

一
、三
一
六
点　

国
士
舘
大
学

共
用　
　
　
　

一
七
五
点　

国
士
舘
短
期
大
学
と
共
用

　
　
　
　
　

（
七
五
〇
点　

国
士
舘
高
等
学
校
専
用
）

七
、
学
部
及
学
科
の
組
織
並
に
附
属
施
設
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（一）　

学
部
及
学
科
の
組
織

体
育
学
部　
　

体
育
学
科

（二）　

附
属
施
設

附
属
図
書
館　

体
育
館

八
、
学
部
及
学
科
別
学
科
目
概
要
並
び
に
教
職
課
程
の
有
無

（一）　

学
部
及
学
科
別
学
科
目

学　

部
学　

科

学　
　

科　
　

目

必
修
単
位
数

選
択
単
位
数

備　
　
　
　

考

部　学　育　体

科　学　育　体

一
般
教
育
課
目

　

人
文
科
学
関
係

哲
　
　
　

学

四

倫　

理　

学

四

文
　
　
　

学

四

史
　
　
　

学

四

　

社
会
科
学
関
係

法
　
　
　

学

四

日
本
国
憲
法
を
含
む

心　

理　

学

四

経　

済　

学

四

教　

育　

学

四

　

自
然
科
学
関
係

生　

物　

学

四

数
　
　
　

学

四

統　

計　

学

四
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部　学　育　体

科　学　育　体
　
　
　

計

二
八

一
六

　

外
国
語
科
目

英
　
　
　

語

八

四

独　

逸　

語

四

四

　
　
　

計

一
二

八

　

保
健
体
育

講
　
　
　

義

二

実
　
　
　

技

二

　
　
　

計

四

　

専
門
科
目

解
剖
及
生
理
学

六

運

動

生

理

学

四

栄　

養　

学

四

細
菌
及
免
疫
学

四

個
人
及
公
衆
衛
生
論

四

発　

育　

論

二

体�

育�

原�

理

四

体　

育　

史

四

体

育

心

理

学

四

体�

育�

管�

理

四

体

育

方

法

学

四

体

育

測

定

学

四

体

育

社

会

学

四

医�

学�

概�

論

二

健

康

教

育

論

二

学�

校�

保�

健

四

救
急
処
置
及
看
護
法

四

　
　
　

体
育
方
法
第
一（
体
操
）

二

三



国士舘史研究年報 2015　楓厡

38

部　学　育　体

科　学　育　体
　
　
　

体
育
方
法
第
二（
陸
上

競
技
）

四

二

　
　
　

体
育
方
法
第
三（
格
技
）

二

三

　
　
　

体
育
方
法
第
四（
球
技
）

四

二

　
　
　

体
育
方
法
第
五（
水
泳
）

一

　
　
　

体
育
方
法
第
六（
ス
キ
ー
）

一

　
　
　

体
育
方
法
第
七（
リ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン

）

一

　
　
　

体
育
方
法
第
八（
専
攻
）

八

八

解
剖
及
生
理
学
実
験

二

体
育
心
理
学
実
験

二

体
育
測
定
学
実
験

二

卒�
業�

論�

文

五

　
　
　

計

七
二

四
四

　
　

（二）　

教
職
課
程
の
有
無

１　

本
大
学
体
育
学
部
に
教
職
課
程
を
置
く
。

２　

本
大
学
教
職
課
程
の
教
職
科
目
は
次
表
の
通
り
と
す
る
。

学　

部
学　

科

学　
　

科　
　

目

必
須
単
位
数

選
択
単
位
数

備　
　
　
　

考

部　学　育　体

目　課　職　教

教

育

原

理

四

教�

育�

心�

理�

学

四

青�

年�

心�

理�

学

二

保
健
体
育
科
教
育
法

三

教

育

実

習

三

教

育

史

二

　
　

計

一
六

二
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九
、
修
業
年
限
、
履
修
方
法
及
学
士
号

（一）　

修
業
年
限

体
育
学
部
の
修
業
年
限
は
四
ヶ
年
と
す
る
。

在
学
年
限
は
八
ヶ
年
を
超
え
る
こ
と
は
出
来
な
い
も
の
と
す
る
。

（二）　

履
修
方
法

１　

体
育
学
部
体
育
学
科
の
学
科
目
は
、
一
般
教
育
科
目
、
外
国
語
、
保
健
体
育
科
目
、
専
門
科
目
及
び
教
職
科
目
の

五
つ
と
し
、
又
夫
々
の
学
科
目
を
必
修
科
目
と
選
択
科
目
と
に
分
け
る
。

２　

学
生
は
第
一
年
次
、
第
二
年
次
に
は
一
般
教
育
科
目
、
外
国
語
、
保
健
体
育
科
目
を
主
と
し
て
履
修
し
、
第
二
年

次
に
於
い
て
一
般
教
育
科
目
の
履
修
を
全
部
終
る
も
の
と
す
る
。
尚
、
第
一
年
次
、
第
二
年
次
に
お
い
て
専
門
科

目
の
一
部
及
教
職
科
目
の
一
部
を
加
え
履
修
す
る
も
の
と
す
る
。〔
履
修
図
、
略
〕

３　

学
生
は
第
三
年
次
、
第
四
年
次
に
於
て
主
と
し
て
専
門
科
目
及
教
職
科
目
を
履
修
す
る
も
の
と
す
る
。
但
し
教
職

科
目
は
教
員
免
許
状
取
得
希
望
者
に
限
り
必
ず
履
修
を
要
す
る
。

４　

外
国
語
は
四
ヶ
年
に
亘
り
履
修
す
る
も
の
と
す
る
。

５　

専
門
科
目
中
体
育
方
法
（
実
技
）
は
第
一
年
次
よ
り
履
修
す
る
も
の
と
す
る
。

６　

学
生
は
第
四
年
次
に
於
て
卒
業
論
文
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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７　

学
生
は
毎
学
年
始
め
に
当
該
年
度
に
開
設
す
る
学
科
目
の
中
、
必
修
科
目
の
外
選
択
科
目
よ
り
必
要
単
位
を
選
択

し
、
此
れ
を
届
出
で
履
修
す
る
も
の
と
す
る
。

８　

一
科
目
の
課
程
を
修
了
し
た
も
の
に
は
次
の
基
準
に
よ
り
単
位
を
与
え
る
。

⑴ 
講
義
は
一
時
間
の
講
義
に
対
し
て
教
室
外
に
於
け
る
二
時
間
の
準
備
の
た
め
の
学
習
を
必
要
と
す
る
こ
と
を

考
慮
し
毎
週
一
時
間
十
五
週
の
講
義
を
以
て
一
単
位
と
す
る
。

⑵ 

外
国
語
及
演
習
は
教
室
内
二
時
間
の
授
業
に
対
し
て
教
室
外
一
時
間
の
準
備
の
た
め
の
学
習
を
必
要
と
す
る

も
の
と
し
、
毎
週
二
時
間
十
五
週
の
授
業
及
演
習
を
以
て
一
単
位
と
す
る
。

⑶ 

実
験
、
実
習
、
実
技
等
は
学
習
が
す
べ
て
実
験
室
、
実
習
場
で
行
わ
れ
る
も
の
と
し
、
毎
週
三
時
間
十
五
週

の
実
験
、
実
習
、
実
技
を
以
て
一
単
位
と
す
る
。

９　

卒
業
要
件
と
し
て
の
最
低
要
求
取
得
単
位
数
は
次
の
通
り
と
す
る
。

⑴ 

一
般
教
育
科
目
に
お
い
て
、
人
文
、
社
会
、
自
然
の
三
系
列
の
関
係
科
目
に
わ
た
っ
て
必
修
科
目
を
含
め

夫
々
三
科
目
十
二
単
位
以
上
合
計
九
科
目
三
十
六
単
位
以
上
を
取
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⑵ 

外
国
語
は
第
一
外
国
語
英
語
及
第
二
外
国
語
独
逸
語
と
し
、
第
一
外
国
語
八
単
位
以
上
第
二
外
国
語
四
単
位

以
上
を
取
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⑶ 

保
健
体
育
四
単
位
を
取
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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⑷ 

専
門
科
目
に
お
い
て
必
修
科
目
を
含
め
七
十
二
単
位
以
上
を
取
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⑸ 

卒
業
資
格
と
し
て
の
最
低
要
求
取
得
単
位
数
は
前
各
項
に
よ
る
合
計
百
二
十
四
単
位
以
上
で
あ
る
。

10　

単
位
履
修
の
認
定
は
主
と
し
て
試
験
、
研
究
報
告
、
卒
業
論
文
に
よ
る
。

11　

教
員
免
許
状
の
授
与
を
希
望
す
る
者
は
、
前
条
履
修
単
位
の
外
、
教
職
科
目
に
つ
い
て
必
修
科
目
を
含
め
十
六
単

位
以
上
を
取
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（三）　

学
士
号

１　

本
大
学
学
部
に
四
年
以
上
在
学
し
、
所
定
の
授
業
科
目
を
履
修
し
定
め
ら
れ
た
単
位
数
を
取
得
し
た
者
は
、
学
士

試
験
に
合
格
し
た
も
の
と
看
做
し
、
卒
業
証
書
を
与
え
る
。

２　

本
大
学
体
育
学
部
を
卒
業
し
た
も
の
は
体
育
学
士
と
称
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

十
、
職
員
組
織
概
要専　

　

任

兼　
　

担

兼　
　

任

計

備　
　

考

学

長

一

一

教

員

教

授

一
六

五

一

二
二

助

教

授

四

一

五

講

師

七

二

一
〇

一
九

助

手

四

四

事�

務�

員
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図�

書�

館�

長

一

一

事�

務�

局�

長

一

一

学�
生�

部�

長

一

一

書

記

一
〇

一
〇

司

書

二

二

医

師

一

一

看

護

婦

一

一

そ�

の�
他

一

合

計

四
八

九

一
一

六
八

十
一
、
学
部
及
学
科
別
学
生
入
学
定
員
、
総
定
員

学　
　

部

学　
　

科

入
学
定
員

総�

定�

員

体
育
学
部

体
育
学
科

一
〇
〇
名

四
〇
〇
名

合　
　
　
　

計

一
〇
〇
名

四
〇
〇
名

十
二
、
設　

置　

者

学
校
法
人
国
士
舘
理
事
長　

柴
田
德
次
郎

十
三
、
維
持
経
営
の
方
法
概
要

授
業
料
、
入
学
金
、
入
学
検
定
料
、
施
設
費
、
諸
証
明
手
数
料
、
体
育
舘
、
プ
ー
ル
、
運
動
場
等
の
使
用
料
、
維
持
員

会
寄
附
金
、
資
産
よ
り
生
ず
る
果
実
等
を
以
て
維
持
経
営
す
る
。

十
四
、
大
学
開
設
の
時
期
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昭
和
三
十
三
年
四
月

十
五
、
開
設
年
次

第
一
年
次
、
第
二
年
次
、
第
三
年
次

十
六
、
併
設
学
校
附
属
研
究
所
等
の
概
要

（一）　

併
設
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　

体
育
科
（
三
年
制
）（
国
士
舘
大
学
体
育
学
部
設
置
認
可
と
共
に
学
生
募
集
を

　
　
　
　
　
　
　
　

停
止
す
る
。）

国
士
舘
短
期
大
学
―　

国
文
科
、
経
済
科
（
第
二
部
）

国
士
舘
高
等
学
校
―
普
通
科
、
商
業
科
（
夜
間
）

国
士
舘
中
学
校

（二）　

附
属
研
究
所　

な
し

「（
内
表
紙
）

二
、
学
則
」

第
二　

学
則

国
士
舘
大
学
々
則第

一
章　

総
則
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第
一
節　

目
的
及
使
命

第　

一　

条　

国
士
舘
大
学
（
以
下
本
大
学
と
い
う
）
は
、
教
育
基
本
法
及
び
学
校
教
育
法
の
精
神
に
基
き
広
く
一
般
の
基
礎

教
育
に
関
す
る
学
術
に
更
に
専
門
の
体
育
に
関
す
る
科
学
の
理
論
と
実
際
と
を
教
授
、
研
究
し
そ
れ
等
の
知
識

技
能
を
修
得
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
世
界
文
化
の
進
展
に
寄
与
貢
献
す
る
と
共
に
、
教
育
界
、
体
育
界
並

に
実
業
界
に
於
け
る
社
会
人
を
育
成
す
る
こ
と
を
使
命
と
す
る
。

第
二
節　

学
部
・
学
科
の
組
織

第　

二　

条　

本
大
学
に
体
育
学
部
を
置
く
。
体
育
学
部
は
体
育
学
科
を
以
て
組
織
す
る
。

本
大
学
体
育
学
部
に
教
職
課
程
を
置
く
。

第
三
節　

学
生
定
員

第　

三　

条　

本
大
学
体
育
学
部
に
入
学
さ
せ
る
定
員
は
左
の
通
り
と
す
る
。

体
育
学
科　
　
　

一
〇
〇
名

第　

四　

条　

本
大
学
体
育
学
部
の
学
生
総
定
員
は
左
の
通
り
と
す
る
。

体
育
学
科　
　
　

四
〇
〇
名

第
二
章　

通
則

第
一
節　

学
年
・
学
期
及
休
業
日
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第　

五　

条　

本
大
学
の
学
年
は
四
月
一
日
に
始
ま
り
、
翌
年
三
月
三
十
一
日
に
終
る
。

第　

六　

条　

学
年
を
分
け
て
左
の
二
学
期
と
す
る
。

前
期　
　

自
四
月
一
日　

至
十
月
十
五
日

後
期　
　

自
十
月
十
六
日　

至
三
月
三
十
一
日

第　

七　

条　

本
大
学
の
休
業
日
は
左
の
通
り
と
す
る
。

国
民
の
祝
日

日
曜
日

国
士
舘
創
立
記
念
日
（
十
一
月
四
日
）

春
期
休
業　

自
三
月
二
十
一
日　

至
四
月
五
日

夏
期
休
業　

自
七
月
二
十
一
日　

至
九
月
十
日

冬
期
休
業　

自
十
二
月
二
十
五
日　

至
翌
年
一
月
十
日

春
季
（
マ
マ
）、

夏
季
（
マ
マ
）及

冬
期
休
業
の
期
間
に
就
い
て
学
長
が
必
要
と
認
め
た
と
き
は
変
更
す
る
こ
と
が
あ
る
。

臨
時
休
業
は
、
そ
の
都
度
学
長
が
決
定
す
る
。

第
二
節　

入
学
・
休
学
・
退
学
及
転
学

第　

八　

条　

入
学
は
学
年
の
始
め
に
お
い
て
す
る
。
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第　

九　

条　

本
大
学
学
部
に
入
学
す
る
こ
と
の
で
き
る
者
は
、
左
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

１　

高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者

２　

通
常
の
課
程
に
よ
る
十
二
年
以
上
の
学
校
教
育
を
修
了
し
た
者

３　

通
常
の
課
程
以
外
の
課
程
に
よ
り
前
項
に
相
当
す
る
学
校
教
育
を
修
了
し
た
者

４　

外
国
に
於
て
学
校
教
育
に
於
け
る
十
二
年
の
課
程
を
終
（
マ
マ
）了

し
た
者

５　

文
部
大
臣
の
指
定
し
た
者

６　

其
の
他
本
大
学
に
於
て
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と
認
め
た
者

第　

十　

条　

前
条
の
資
格
を
以
っ
て
入
学
を
志
願
す
る
者
に
は
本
大
学
所
定
の
入
学
試
験
を
課
し
こ
れ
に
合
格
し
た
者
に
入

学
を
許
可
す
る
。

第
十
一
条　

入
学
志
願
者
は
本
大
学
所
定
の
左
の
書
類
に
定
め
ら
れ
た
入
学
検
定
料
を
添
え
指
定
期
日
ま
で
に
提
出
を
要
す

る
。

１　

入
学
願
書

２　

履
歴
書

３　

出
身
学
校
の
調
査
書
又
は
卒
業
（
修
了
）
証
明
書
及
成
績
証
明
書

４　

写
真
（
半
身
像
、
手
礼
型
最
近
の
も
の
）
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５　

身
体
検
査
書

６　

右
の
外
推
薦
に
よ
る
入
学
志
願
者
に
限
り
出
身
学
校
長
推
薦
書
、
人
物
考
査
書
を
要
す
。

第
十
二
条　

他
の
大
学
か
ら
本
大
学
々
部
に
転
入
を
希
望
す
る
者
は
、
そ
の
大
学
校
の
承
認
の
あ
る
場
合
に
限
り
教
授
会
の

詮
衡
を
経
て
入
学
を
許
可
す
る
こ
と
が
あ
る
。

第
十
三
条　

前
条
に
よ
り
本
大
学
に
転
入
学
又
は
編
入
学
を
希
望
す
る
者
は
第
十
一
条
所
定
の
提
出
書
類
入
学
検
定
書
に
加

え
て
在
学
し
た
大
学
の
単
位
修
得
証
明
書
及
成
績
証
明
書
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
四
条　

入
学
を
許
可
さ
れ
た
者
は
、
指
定
期
日
迄
に
本
大
学
所
定
の
宣
誓
書
、
保
証
人
連
署
の
在
学
保
証
書
、
戸
籍
抄

本
其
他
必
要
書
類
を
提
出
し
、
且
つ
入
学
金
及
授
業
料
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
指
定
期
日
ま
で
に
こ

の
手
続
き
を
完
了
し
な
い
と
き
は
入
学
許
可
を
取
消
す
こ
と
が
あ
る
。

第
十
五
条　

保
証
人
は
父
兄
又
は
父
兄
に
代
っ
て
本
人
を
保
証
す
る
こ
と
が
出
来
る
者
に
限
る
。

第
十
六
条　

保
証
人
が
遠
隔
の
地
に
居
住
し
て
い
る
場
合
は
、
別
に
副
保
証
人
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

副
保
証
人
は
東
京
都
内
又
は
そ
の
近
傍
の
地
に
居
住
し
、
独
立
の
生
計
を
営
む
成
年
者
と
し
、
且
本
校
に
お
い

て
適
当
と
認
め
た
者
に
限
る
。

第
十
七
条　

保
証
人
及
副
保
証
人
は
、
そ
の
保
証
す
る
学
生
の
在
学
中
の
事
項
に
就
き
そ
の
責
任
を
負
う
も
の
と
す
る
。

第
十
八
条　

学
生
及
保
証
人
又
は
副
保
証
人
は
そ
の
身
分
・
住
所
・
職
業
等
に
異
動
が
生
じ
た
時
は
、
直
ち
に
届
出
な
け
れ
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ば
な
ら
な
い
。

第
十
九
条　

保
証
人
又
は
副
保
証
人
に
変
更
の
必
要
が
生
じ
た
時
は
直
ち
に
願
出
て
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
条　

学
生
が
病
気
又
は
已
む
を
得
な
い
事
故
の
た
め
欠
席
す
る
時
は
理
由
を
具
し
本
人
よ
り
届
出
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
欠
席
七
日
以
上
に
亘
る
と
き
は
理
由
を
具
し
保
証
人
連
署
で
届
出
を
要
す
る
。
又
病
気
の
た
め
七
日
以
上

欠
席
す
る
と
き
は
医
師
の
診
断
書
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
一
条　

学
生
が
病
気
又
は
事
故
の
た
め
三
ヶ
月
以
上
に
亘
り
通
学
出
来
な
い
場
合
は
許
可
を
得
て
休
学
す
る
こ
と
が
出

来
る
。
休
学
し
よ
う
と
す
る
者
は
そ
の
理
由
を
具
し
保
証
人
連
署
の
休
学
願
を
学
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
病
気
に
よ
る
休
学
の
場
合
は
医
師
の
診
断
書
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
休
学
期
間
中
で
も
そ
の

事
故
が
止
み
、
休
学
取
消
を
願
出
た
時
は
復
学
を
許
可
す
る
こ
と
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

休
学
期
間
を
経
過
し
休
学
の
事
由
が
消
滅
し
た
と
き
は
、
休
学
者
は
直
ち
に
復
学
願
を
提
出
し
、
学
長
の
指
示

を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　

休
学
期
間
は
在
学
期
間
に
算
入
す
る
こ
と
な
く
、
授
業
料
其
の
他
の
納
付
金
の
徴
収
は
行
わ
な
い
。

第
二
十
二
条　

学
生
が
病
気
其
他
已
む
を
得
な
い
事
由
で
退
学
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
そ
の
理
由
を
具
し
保
証
人
連
署
の
退
学

願
を
提
出
し
、
学
長
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

前
項
に
よ
っ
て
退
学
し
た
者
が
再
入
学
を
願
出
た
時
は
、
選
考
の
上
許
可
す
る
こ
と
が
あ
る
。
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第
二
十
三
条　

学
生
は
左
記
各
号
の
一
に
該
当
す
る
と
き
は
教
授
会
の
協
議
の
上
除
籍
さ
れ
る
。

（一）　

体
育
学
部
に
八
年
在
学
し
て
も
尚
卒
業
が
出
来
な
い
者

（二）　

操
行
が
不
良
で
改
善
の
見
込
の
な
い
者

（三）　

学
力
劣
等
で
将
来
成
業
の
見
込
の
な
い
者

（四）　

無
届
で
三
ヶ
月
以
上
連
続
欠
席
し
た
者

（五）　

授
業
料
其
他
規
定
さ
れ
た
納
付
金
を
納
入
し
な
い
者

第
三
節　

入
学
検
定
料
、
入
学
金
及
授
業
料

第
二
十
四
条　

本
大
学
に
入
学
を
志
願
す
る
者
は
所
定
の
入
学
検
定
料
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
五
条　

本
大
学
に
入
学
を
許
可
さ
れ
た
者
は
所
定
の
入
学
金
、
授
業
料
、
施
設
費
、
教
材
費
、
実
験
実
習
費
等
を
納
付

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
六
条　

本
大
学
の
授
業
料
そ
の
他
は
毎
学
年
初
め
に
納
入
す
る
も
の
と
す
る
。

第
二
十
七
条　

本
大
学
の
入
学
検
定
料
、
入
学
金
、
授
業
料
及
び
そ
の
他
の
納
付
金
の
額
に
つ
い
て
は
別
に
定
め
る
。

第
二
十
八
条　

学
生
は
在
学
中
に
授
業
料
其
他
納
付
金
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
に
は
新
に
定
め
ら
れ
た
金
額
を
納
付
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
九
条　

既
に
納
入
し
た
入
学
検
定
料
、
入
学
金
、
授
業
料
そ
の
他
の
納
付
金
は
如
何
な
る
理
由
が
あ
っ
て
も
こ
れ
を
返



国士舘史研究年報 2015　楓厡

50

還
し
な
い
。第

四
節　

教
職
員
組
織

第
三
十
条　

本
大
学
に
学
長
、
図
書
館
長
、
事
務
局
長
、
学
生
部
長
、
書
記
、
司
書
、
看
護
職
員
を
置
く
。

第
三
十
一
条　

本
大
学
に
教
授
、
助
教
授
、
専
任
講
師
、
助
手
、
兼
任
講
師
を
置
く
。

第
三
十
二
条　

本
大
学
の
教
職
員
の
職
制
及
業
務
処
理
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
別
に
定
め
る
。

第
五
節　

教
授
会

第
三
十
三
条　

本
大
学
に
教
授
会
を
置
き
、
学
長
、
学
部
所
属
の
教
授
を
以
っ
て
こ
れ
を
組
織
す
る
。
但
し
必
要
と
認
め
ら
れ

た
場
合
は
助
教
授
、
専
任
講
師
そ
の
他
当
該
関
係
教
職
員
を
加
え
る
こ
と
が
出
来
る
。

第
三
十
四
条　

教
授
会
は
学
長
の
教
育
に
関
す
る
諮
問
機
関
と
し
、
学
長
が
こ
れ
を
召
集
し
、
そ
の
議
長
と
な
る
。

第
三
十
五
条　

本
大
学
教
授
会
は
学
長
又
は
教
授
会
の
提
案
す
る
左
の
事
項
を
審
議
す
る
。

一　

学
則
の
制
定
、
改
廃
に
関
す
る
こ
と

一　

学
科
課
程
及
授
業
に
関
す
る
こ
と

一　

学
生
の
入
学
、
退
学
、
休
学
、
転
学
、
除
籍
、
賞
罰
に
関
す
る
こ
と

一　

学
生
の
試
験
及
卒
業
論
文
に
関
す
る
こ
と

一　

学
生
の
卒
業
に
関
す
る
こ
と



国士舘史関係資料の翻刻並びに補註　第七巻

51

一　

学
生
の
厚
生
、
補
導
に
関
す
る
こ
と

一　

研
究
及
教
育
に
関
す
る
こ
と

一　

其
他
教
育
上
重
要
な
こ
と

第
六
節　

附
属
図
書
館

第
三
十
六
条　

本
大
学
に
附
属
図
書
館
を
設
け
る
。

第
三
十
七
条　

本
図
書
館
は
国
士
舘
大
学
、
国
士
舘
短
期
大
学
及
国
士
舘
高
等
学
校
の
教
職
員
及
学
生
生
徒
の
研
究
並
に
教
育

に
必
要
な
図
書
を
収
集
保
管
し
閲
覧
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
三
十
八
条　

本
図
書
館
の
閲
覧
時
間
は
別
に
こ
れ
を
定
め
る
。
但
し
祝
日
、
本
大
学
記
念
日
、
日
曜
日
は
休
館
と
す
る
。
尚

必
要
に
応
じ
適
宜
休
館
す
る
こ
と
が
あ
る
。

第
三
十
九
条　

定
め
ら
れ
た
規
則
に
違
反
し
、
又
係
員
の
指
示
に
従
わ
な
い
者
は
、
入
館
を
拒
絶
す
る
こ
と
が
あ
る
。

第
四
十
条　

図
書
閲
覧
、
其
他
に
関
す
る
細
目
は
別
に
こ
れ
を
定
め
る
。

第
七
節　

保
健
施
設

第
四
十
一
条　

本
大
学
は
教
職
員
及
学
生
の
た
め
に
、
医
務
室
を
設
置
し
、
一
般
養
護
に
関
す
る
任
務
の
外
、
健
康
増
進
に
関

す
る
指
導
を
行
う
。

第
四
十
二
条　

医
務
室
に
左
の
職
員
を
置
く
。
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医
師
、
保
健
婦

第
四
十
三
条　

医
務
室
に
関
す
る
細
則
は
別
に
こ
れ
を
定
め
る
。

第
三
章　

学
部

第
一
節　

在
学
年
限
、
学
科
課
程

第
四
十
四
条　

本
大
学
体
育
学
部
体
育
学
科
の
在
学
年
限
は
四
ヶ
年
以
上
と
す
る
。

第
四
十
五
条　

本
大
学
体
育
学
部
体
育
学
科
に
於
て
開
設
す
る
授
業
科
目
は
一
般
教
育
科
目
・
外
国
語
科
目
・
保
健
体
育
科
目

及
び
専
門
科
目
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
科
目
・
必
修
単
位
数
・
選
択
単
位
数
・
開
設
単
位
数
及
開
設
年
次
は
別

表
第
一
及
別
表
第
二
に
よ
る
。

別
表
の
外
必
要
に
応
じ
て
特
別
講
義
又
は
演
習
を
開
講
す
る
こ
と
が
あ
る
。

第
二
節　

履
修
方
法

第
四
十
六
条　

学
生
は
一
般
教
育
科
目
、
外
国
語
、
保
健
体
育
科
目
、
専
門
教
育
科
目
の
各
学
科
目
を
履
修
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
但
し
教
員
免
許
状
取
得
希
望
者
は
前
項
の
外
に
教
職
課
程
の
各
学
科
目
を
履
修
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

第
四
十
七
条　

一
般
教
育
科
目
は
別
表
第
一
の
人
文
科
学
関
係
・
社
会
科
学
関
係
・
自
然
科
学
関
係
の
三
系
列
に
つ
い
て
そ
れ

ぞ
れ
三
科
目
十
二
単
位
以
上
合
計
九
科
目
三
十
六
単
位
以
上
を
修
得
し
、
又
外
国
語
十
二
単
位
以
上
、
保
健
体
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育
に
つ
い
て
講
義
及
実
技
各
二
単
位
合
計
四
単
位
を
修
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
十
八
条　

専
門
教
育
科
目
に
於
い
て
は
必
修
科
目
を
含
め
て
七
十
二
単
位
以
上
を
修
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

学
生
は
最
終
年
度
に
卒
業
論
文
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
卒
業
論
文
の
単
位
は
専
門
科
目
の
単
位
に
加

算
す
る
。

第
四
十
九
条　

本
大
学
に
於
け
る
卒
業
の
要
件
と
し
て
は
学
生
は
四
ヶ
年
以
上
在
学
し
、
一
般
教
育
科
目
三
十
六
単
位
以
上
、

外
国
語
十
二
単
位
以
上
、
保
健
体
育
四
単
位
、
専
門
科
目
七
十
二
単
位
以
上
合
計
百
二
十
四
単
位
以
上
を
修
得

す
る
を
要
す
る
。

第
五
十
条　

授
業
科
目
の
単
位
は
左
の
基
準
に
よ
り
算
出
す
る
。

一　

講
義
は
一
時
間
の
講
義
に
対
し
て
教
室
外
に
於
け
る
二
時
間
の
準
備
の
た
め
の
学
修
を
必
要
と
す
る
こ
と

を
考
慮
し
毎
週
一
時
間
十
五
週
の
講
義
を
以
っ
て
一
単
位
と
す
る
。

一　

外
国
語
及
演
習
は
教
室
内
二
時
間
の
授
業
に
対
し
教
室
外
一
時
間
の
準
備
の
た
め
の
学
修
を
必
要
と
す
る

も
の
と
し
毎
週
二
時
間
十
五
週
の
授
業
及
演
習
を
も
っ
て
一
単
位
と
す
る
。

一　

実
験
、
実
習
（
体
育
実
技
等
）
は
学
修
が
す
べ
て
実
験
室
、
実
習
場
で
行
わ
れ
る
も
の
と
し
、
毎
週
三
時

間
十
五
週
の
実
験
、
実
習
を
以
っ
て
一
単
位
と
す
る
。

第
五
十
一
条　

本
大
学
体
育
学
部
に
置
く
教
職
課
程
に
於
て
の
学
科
目
、
開
講
単
位
数
、
開
設
年
次
は
別
表
第
三
に
よ
る
。
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第
五
十
二
条　

教
職
課
程
に
つ
い
て
は
体
育
学
科
で
は
教
科
に
関
す
る
専
門
科
目
を
必
修
科
目
を
含
め
十
六
単
位
以
上
、
教
職

に
関
す
る
専
門
科
目
を
必
修
六
科
目
十
六
単
位
選
択
一
科
目
二
単
位
小
計
十
九
単
位
を
修
得
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

教
員
資
格
に
つ
い
て
は
法
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

第
三
節　

試
験
及
称
号

第
五
十
三
条　

必
修
科
目
及
選
択
科
目
各
学
科
目
の
単
位
修
了
の
認
定
は
試
験
に
よ
る
。

第
五
十
四
条　

試
験
は
学
科
目
試
験
と
し
、
年
度
或
は
各
学
期
の
終
り
に
施
行
す
る
。
必
要
に
応
じ
て
中
間
試
験
を
行
う
こ
と

が
あ
る
。

第
五
十
五
条　

学
生
は
当
該
年
度
に
開
設
す
る
学
科
目
の
内
、
必
修
科
目
の
外
選
択
科
目
よ
り
必
要
単
位
を
選
択
し
、
開
講
後

二
週
間
以
内
に
履
修
科
目
を
申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
学
生
は
申
告
し
所
定
の
授
業
時
数
の
三
分
の
二
以

上
を
聴
講
し
た
学
科
目
に
限
り
試
験
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
る
。
休
学
中
の
者
は
試
験
を
受
け
る
資
格
が
な

い
。

第
五
十
六
条　

試
験
は
筆
答
、
口
述
、
レ
ポ
ー
ト
、
論
文
等
に
よ
る
。
実
施
に
当
っ
て
は
こ
れ
等
の
方
法
を
併
用
す
る
こ
と
が

あ
る
。

第
五
十
七
条　

実
験
、
実
習
に
就
て
は
、
平
素
の
成
績
で
定
め
る
こ
と
が
あ
る
。
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第
五
十
八
条　

各
学
科
目
の
成
績
は
一
期
（
十
五
週
）
終
了
の
者
は
そ
の
期
の
成
績
を
と
り
、
年
間
を
通
し
た
学
科
目
は
前
記（
期
）

成
績
と
後
期
成
績
と
の
平
均
点
を
と
る
こ
と
を
原
則
と
す
る
。

第
五
十
九
条　

各
学
科
目
成
績
に
つ
い
て
合
格
、
不
合
格
を
決
め
る
。
成
績
の
評
点
を
優
、
良
、
可
、
不
可
に
分
け
、
優
は

一
〇
〇
点
―
八
〇
点
、
良
は
七
九
点
―
七
〇
点
、
可
は
六
九
点
―
六
〇
点
、
不
可
は
五
九
点
未（
以
下
）満

と
し
六
〇
点

以
上
を
合
格
と
す
る
。

第
六
十
条　

正
当
な
理
由
が
な
く
て
試
験
を
受
け
な
か
っ
た
該
科
目
の
評
点
は
零
点
と
す
る
。

第
六
十
一
条　

各
学
科
目
の
試
験
に
合
格
し
た
者
に
は
、
当
該
科
目
所
定
の
単
位
を
与
え
る
。

第
六
十
二
条　

単
位
の
取
得
が
出
来
な
か
っ
た
当
科
目
の
受
験
に
は
、
改
め
て
当
該
学
科
目
を
所
定
の
時
数
聴
講
又
は
実
習
し

な
け
れ
ば
そ
の
資
格
は
与
え
ら
れ
な
い
。

第
六
十
三
条　

本
大
学
々
部
に
四
年
以
上
在
学
し
、
所
定
の
授
業
科
目
を
履
修
し
、
定
め
ら
れ
た
単
位
数
を
取
得
し
た
者
は
学

士
試
験
に
合
格
し
た
も
の
と
看
做
し
卒
業
証
書
を
与
え
る
。

第
六
十
四
条　

本
大
学
体
育
学
部
を
卒
業
し
た
者
は
体
育
学
士
と
称
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
四
節　

聴
講
生

第
六
十
五
条　

本
大
学
に
開
設
さ
れ
た
学
科
目
中
一
科
目
又
は
教
科
目
の
聴
講
を
願
出
る
も
の
が
あ
る
と
き
は
、
学
力
を
詮
衡

し
聴
講
生
と
し
て
入
学
を
許
可
す
る
こ
と
が
あ
る
。
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第
六
十
六
条　

聴
講
生
の
入
学
資
格
は
、
左
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一　

高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者

二　

其
他
教
授
会
で
前
号
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
者

第
六
十
七
条　

聴
講
生
で
そ
の
履
修
学
科
目
の
聴
講
終
（
マ
マ
）了
者
に
は
聴
講
証
明
書
を
与
え
る
。
聴
講
生
に
対
し
て
は
試
験
を
行

わ
な
い
こ
と
を
原
則
と
す
る
。
但
し
本
人
の
請
求
が
あ
れ
ば
試
験
を
行
い
、
そ
れ
に
合
格
し
た
者
に
は
そ
の
学

科
目
に
関
す
る
修
了
証
書
を
授
与
し
、
単
位
の
取
得
を
認
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
六
十
八
条　

本
大
学
々
部
を
卒
業
し
て
聴
講
生
と
な
っ
た
者
が
、
本
大
学
々
部
在
学
中
と
通
算
し
て
所
定
の
単
位
を
取
得
し

た
場
合
、
教
員
免
許
状
授
与
を
申
請
す
る
資
格
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
六
十
九
条　

聴
講
生
に
関
し
前
条
に
規
定
し
た
以
外
の
事
項
は
本
大
学
々
部
一
般
の
規
定
を
準
用
す
る
。

第
五
節　

外
国
人
学
生

第
七
十
条　

外
国
人
で
本
国
の
許
可
を
得
て
、
本
大
学
に
入
学
を
志
望
す
る
も
の
が
あ
る
と
き
は
、
教
授
会
で
詮
衡
し
た
上

入
学
を
許
可
す
る
。

第
七
十
一
条　

外
国
人
学
生
に
関
し
、
前
条
に
規
定
し
た
以
外
の
事
項
は
本
大
学
一
般
の
規
定
を
適
用
す
る
。

第
六
節　

委
託
学
生

第
七
十
二
条　

他
の
大
学
、
研
究
機
関
其
他
か
ら
特
に
本
大
学
開
設
学
科
目
の
履
修
を
目
的
と
し
て
指
導
を
委
託
さ
れ
た
者
が
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あ
る
と
き
は
、
教
授
会
の
詮
衡
を
経
て
委
託
学
生
と
し
て
入
学
を
許
可
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

第
七
十
三
条　

委
託
学
生
に
関
し
て
特
に
規
定
あ
る
も
の
ゝ
外
は
本
大
学
々
部
一
般
の
規
定
を
適
用
す
る
。

第
七
節　

公
開
講
座
、
通
信
教
育

第
七
十
四
条　

本
大
学
々
部
は
在
学
生
の
た
め
の
授
業
課
目
以
外
に
必
要
に
応
じ
特
別
の
講
座
を
設
け
、
こ
れ
を
一
般
大
衆
の

教
養
の
た
め
に
公
開
す
る
こ
と
が
あ
る
。

第
七
十
五
条　

公
開
講
座
に
関
す
る
細
目
は
こ
れ
を
別
に
定
め
る
。

第
七
十
六
条　

通
信
教
育
に
関
す
る
細
目
は
こ
れ
を
別
に
定
め
る
。

第
八
節　

賞
罰

第
七
十
七
条　

本
大
学
々
部
の
学
生
で
、
学
術
が
優
秀
で
操
行
の
善
良
な
者
は
教
授
会
の
推
薦
に
よ
っ
て
、
特
待
生
の
待
遇
を

与
え
る
特
待
生
と
な
っ
た
者
は
、
次
学
年
の
授
業
料
を
免
除
す
る
。

第
七
十
八
条　

本
学
を
卒
業
し
た
者
で
学
力
が
優
秀
で
操
行
が
善
良
で
あ
り
将
来
有
望
な
者
に
は
教
授
会
の
詮
衡
を
経
て
学
資

を
給
与
し
、
そ
の
研
究
を
継
続
さ
せ
又
は
留
学
さ
せ
る
こ
と
が
あ
る
。

第
七
十
九
条　

特
待
生
で
学
業
、
研
究
を
怠
り
若
し
く
は
不
都
合
な
行
為
が
あ
っ
た
者
は
、
直
ち
に
そ
の
待
遇
及
特
権
を
停
止

す
る
。

第
八
十
条　

本
学
々
生
で
学
則
に
違
反
し
校
内
の
風
紀
を
み
だ
し
、
校
具
を
汚
損
し
、
又
は
学
生
の
本
分
に
反
す
る
行
為
の
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あ
っ
た
者
は
そ
の
軽
重
に
従
い
懲
戒
を
行
う
。

懲
戒
は
謹
慎
・
停
学
・
放
校
の
三
種
と
す
る
。

第
九
節　

寄
宿
舎

第
八
十
一
条　

本
学
に
寄
宿
舎
を
置
く
。

寄
宿
舎
に
関
す
る
規
定
は
別
に
定
め
る
。

附　

則

第
八
十
二
条　

本
学
則
は
昭
和
三
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〔
別
表
第
一
～
三　

略
〕

「（
内
表
紙
）

三
、
校
地
（
図
面
添
附
）」

第
三　

校
地
（
図
面
添
付
）

種　
　

別

専　

用
（
坪
）

共　

用
（
坪
）

所　
　

在　
　

地

備　
　
　

考

校
舎
敷
地

四
、〇
〇
〇

二
〇
八
八
・
三
五
東
京
都
世
田
谷
区
世
田
谷
一
丁
目　

一
〇
〇
六
国
士
舘
短
期
大
学

国
士
舘
高
等
学
校　

と
共
用

国
士
舘
中
学
校

運

動

場

三
、〇
〇
〇

二
二
〇
一

同　

世
田
谷
区
若
林
町　

二
九
三

同　
　

右

運
動
場
（
第
二
）

一
一
、〇
八
一

東
京
都　

南
多
摩
郡
鶴
川
村
広
袴　

八
四
〇

国
士
舘
大
学
専
用
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合

計

一
八
、〇
八
一

四
二
八
九
・
三
五

「（
内
表
紙
）

四
、
校
舎
等
建
物
（
図
面
添
附
）」

第
四　

校
舎
等
建
物
（
図
面
添
付
）

一
、
第
一
表

種　
　

別

専　
　

用

共　
　

用

計

建　

物　

様　

式

室
数

備　
　
　

考

五

号

館

坪
（
延
）

一
、三
〇
二
・
五
〇

一
、三
〇
二
・
五
〇
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト　

四
階
建

三
六
竣
工
予
定
年
月
日
三
月
九
日

体

育

館

三
五
九
・
六
三

三
五
九
・
六
三
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト　

平
屋
建

一
部
二
階
建

八

武

道

場

二
三
五
・
二
五

二
三
五
・
二
五
木
造
瓦
葺　

平
屋
建

六

運
動
具
庫

二
三
・
五
〇

二
三
・
五
〇
木
造
ス
レ
ー
ト
葺　

平
屋
建

二

学
生
控
室

一
五
・
〇
〇

一
五
・
〇
〇
木
造
ト
タ
ン
葺　

平
屋
建

一

学
生
便
所

五
・
二
〇

五
・
二
〇
木
造
ト
タ
ン
葺　

平
屋
建

一

計

一
、九
四
一
・
〇
八

一
、九
四
一
・
〇
八

三

号

館

四
五
六
・
八
〇

四
五
六
・
八
〇
木
造
ス
レ
ー
ト
葺　

二
階
建

二
七
国
士
舘
短
期
大
学
と
共
用

四

号

館

九
〇
・
〇
七

九
〇
・
〇
七
木
造
ア
ル
ミ
葺　

平
屋
建

三

同
右

学
生
便
所

四
・
五
〇

四
・
五
〇
木
造
ス
レ
ー
ト
葺　

平
屋
建

一

同
右

計

五
五
一
・
三
七

五
五
一
・
三
七

寄

宿

舎

六
六
・
〇
〇

✓
九
二
・
七
六

九
二
・
七
六
木
造
瓦
葺　

二
階
建

一
六
当
分
使
用
し
な
い

舘
長
公
舎

✓
四
四
・
七
五

四
四
・
七
五
木
造
瓦
葺　

平
家
建

九

国
士
舘
短
期
大
学
と
共
用

学
生
集
会
室

✓
三
六
・
五
〇

三
六
・
五
〇
木
造
瓦
葺　

二
階
建

五

同
右
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図

書

館

一
三
四
・
六
七

一
三
四
・
六
七
木
造
ス
レ
ー
ト
葺　

平
家
建

一
二
国
士
舘
短
期
大
学
、
高
等
学

校
、
中
学
校
と
共
用

書

庫

一
六
・
二
〇

一
六
・
二
〇
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト　

平
家
建

一

同
右

計

三
二
四
・
八
八

三
二
四
・
八
八

二

号

館

二
一
三
・
四
五

二
一
三
・
四
五
木
造
ア
ル
ミ
葺　

二
階
建

九

国
士
舘
高
等
学
校
、
中
学
校

と
共
用

一

号

館

九
八
・
二
五

九
八
・
二
五
木
造
ス
レ
ー
ト
葺　

平
家
建

六

同
右

高
校
事
務
室

二
一
・
二
五

二
一
・
二
五
木
造
ト
タ
ン
葺　

二
階
建

三

同

計

三
三
二
・
九
五

三
三
二
・
九
五

小

使

室

一
〇
・
〇
五

一
〇
・
〇
五
木
造
ト
タ
ン
葺　

平
家
建

同
右

守

衛

室

二
・
七
五

二
・
七
五
木
造
瓦
葺　

平
家
建

同
右

計

一
二
・
八
〇

一
二
・
八
〇

合

計
一
、九
四
一
・
〇
八
一
、二
二
二
・
〇
〇
三
、一
六
三
・
〇
八

二
、
第
二
表

建
物
種
別
専
用

共
用

の
別

室　
　
　
　

名

坪　
　
　

数

用　
　
　
　

途

収
容

人
員
室
数

総　

坪　

数

備　
　
　

考

五

号

館
専
用

三
六

一
、三
〇
二
・
五

学

長

室

二
四
・
五
学
長
公
室
兼
会
議
用

二
〇

一

第
一
事
務
室

三
一
・
五
事
　

務
　

用

一
五

一

講

師

室

三
一
・
五
非
常
勤
講
師
控
室

兼　

研　

究　

室

二
〇

一

第
二
事
務
室

一
一
・
五
事
　

務
　

用

一
〇

一

第
一
研
究
室

二
〇
・
〇
専
任
教
員
研
究
用

二

一
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第
二
研
究
室

一
五
・
〇
専
任
教
員
研
究
用

二

一

第
三
研
究
室

一
六
・
五
専
任
教
員
研
究
用

二

一

第
四
研
究
室

一
二
・
〇
専
任
教
員
研
究
用

二

一

第
五
研
究
室

一
二
・
五
専
任
教
員
研
究
用

二

一

第
六
研
究
室

一
二
・
〇
専
任
教
員
研
究
用

二

一

第
七
研
究
室

一
二
・
五
専
任
教
員
研
究
用

二

一

ポ
ン
プ
電
気
室

一
四
・
五

宿

直

室

五
・
〇

湯

沸

室

五
・
〇

一

階

便

所

七
・
〇

一
階
洗
面
所

三
・
〇

一
階
階
段
及
ホ
ー
ル

二
一
・
五

一
階
ホ
ー
ル

三
一
・
五

一

階

廊

下

三
六
・
五

生
理
学
実
験
室

二
四
・
五
実
　

験
　

用

五
〇

一

体
育
心
理
学
実
験
室

三
一
・
五　

〃　
　
　
　
　
　
　

六
〇

一

体
育
測
定
学
実
験
室

二
四
・
五　

〃　
　
　
　
　
　
　

五
〇

一

生
物
学

物
理
学
実
験
室

三
一
・
五　

〃　
　
　
　
　
　
　

六
〇

一

第

一

教

室

三
一
・
五
講
　

義
　

用

六
〇

一

第

二

教

室

二
四
・
五　

〃　
　
　
　
　
　
　

五
〇

一

第

三

教

室

二
四
・
五　

〃　
　
　
　
　
　
　

五
〇

一

第

四

教

室

三
一
・
五　

〃　
　
　
　
　
　
　

六
〇

一

第

五

教

室

三
一
・
五　

〃　
　
　
　
　
　
　

六
〇

一

二

階

便

所

七
・
〇

二
階
洗
面
所

三
・
〇

二
階
々
段
ホ
ー
ル

二
一
・
〇

二

階

廊

下

三
六
・
五
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第

六

教

室

二
四
・
五
講
　

義
　

用

五
〇

一

第

七

教

室

三
一
・
五　

〃　
　
　
　
　
　
　

六
〇

一

第

八

教

室

三
一
・
五　

〃　
　
　
　
　
　
　

六
〇

一

第

九

教

室

二
四
・
五　

〃　
　
　
　
　
　
　

五
〇

一

第

十

教

室

二
四
・
五　

〃　
　
　
　
　
　
　

五
〇

一

第
十
一
教
室

三
一
・
五　

〃　
　
　
　
　
　
　

六
〇

一

第
十
二
教
室

三
一
・
五　

〃　
　
　
　
　
　
　

六
〇

一

第
十
三
教
室

三
一
・
五　

〃　
　
　
　
　
　
　

六
〇

一

第
十
四
教
室

二
四
・
五　

〃　
　
　
　
　
　
　

五
〇

一

三

階

便

所

七
・
〇

三
階
洗
面
所

三
・
〇

三
階
々
段
ホ
ー
ル

二
一
・
五

三

階

廊

下

三
六
・
五

第
十
五
教
室

三
一
・
五
講
　

義
　

用

六
〇

一

一
番
合
併
教
室

五
六
・
〇　

〃　
　
　
　
　
　
　

一
〇
〇

一

二
番
合
併
教
室

五
六
・
〇　

〃　
　
　
　
　
　
　

一
〇
〇

一

第
一
学
生
控
室

五
六
・
〇
学

生

控

室

用
二
〇
〇

一

第
二
学
生
控
室

五
六
・
〇　

〃　
　
　
　
　
　
　

二
〇
〇

一

四

階

便

所

七
・
〇

四
階
洗
面
所

三
・
〇

四
階
々
段
ホ
ー
ル

二
一
・
五

四

階

廊

下

三
六
・
五

塔

屋

八
・
五

体

育

館
専
用

二
八
六
・
七
八

八

三
五
九
・
六
三

八
四
六
・
二
一

体

育

場

二
五
六
・
四
三
体

育

実

習

用
四
〇
〇

一

三
七
・
一
三
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男
子
更
衣
室

一
一
・
二
五
更
衣
及
休
憩
用

四
〇

一

一
八
・
六
五

管
理
保
健
室

五
・
六
五
管

理

保

健

用

一
〇

一

二
六
・
〇
九

指
導
員
室
兼
研
究
室

八
・
〇
三
指
導
員
控
室
用
・
研
究
用

一
〇

一

二
七
・
三
五

用

具

室

八
・
七
九
用

具

格

納

用

一

二
六
・
七
六

女
子
更
衣
室

八
・
一
一
女
子
更
衣
及
休
憩
用

二
〇

一

二
二
・
七
七

研

究

室

六
・
九
〇
研
　

究
　

用

一
〇

一

八
八
・
〇
八

体
育
学
部
図
書
室

二
六
・
六
九
図

書

閲

覧

用

三
〇

一

九
五
・
八
二

そ

の

他

三
七
・
七
八

武

道

場
専
用

六

二
三
五
・
二
五

剣

道

場

一
〇
〇
・
〇
〇
剣
　

道
　

用
一
〇
〇

一

柔

道

場

九
六
・
〇
〇
柔
　

道
　

用
一
〇
〇

一

格
技
研
究
室

七
・
〇
〇
研
　

究
　

用

二
〇

一

物

置

三
二
・
二
五
物

品

格

納

用

三

玄

関

便

所

そ

の

他

運
動
具
庫
専
用

二
三
・
五
〇

運

動

具

庫

二
三
・
五
〇
運
動
具
格
納
用

二

学
生
控
室
専
用

一
五
・
〇
〇

学

生

控

室

一
五
・
〇
〇
学

生

休

憩

用

一

学
生
便
所
専
用

五
・
二
〇
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便

所

五
・
二
〇
学
生
控
室
附
属
用

三

号

館
共
用

二
七

四
五
六
・
八
〇

一

番

教

室

一
六
・
〇
〇
講
　

義
　

用

四
〇

一

五
〇
七
・
四
四

五
二
・
八
〇

六
六
・
〇
〇㎡

二

番

教

室

二
〇
・
〇
〇　

〃　
　
　
　
　
　
　

五
五

一

三

番

教

室

二
〇
・
〇
〇　

〃　
　
　
　
　
　
　

五
五

一

四

番

教

室

二
〇
・
〇
〇　

〃　
　
　
　
　
　
　

五
五

一

五

番

教

室

二
〇
・
〇
〇　

〃　
　
　
　
　
　
　

五
五

一

五
二
・
八
〇

六

番

教

室

一
六
・
〇
〇　

〃　
　
　
　
　
　
　

四
〇

一

七

番

教

室

二
〇
・
〇
〇　

〃　
　
　
　
　
　
　

五
五

一

九
九
・
〇
〇

八

番

教

室

三
〇
・
〇
〇　

〃　
　
　
　
　
　
　

七
〇

一

特

別

教

室

六
六
・
〇
〇

二
〇
・
〇
〇
講

義

実

験

用

五
〇

一

二
六
・
四
〇

準

備

室

八
・
〇
〇
準
　

備
　

用

六

一

一
九
・
八
〇

標

本

室

六
・
〇
〇
標
　

本
　

用

六

一

一
三
・
二
〇

暗

室

四
・
〇
〇
暗
　

室
　

用

六

一

学

長

室

三
九
・
六
〇

一
二
・
〇
〇
学

長

公

室

用

一
〇

一

教

員

室

一
二
・
〇
〇
教

員

控

室

用

一
〇

一

会

議

室

一
二
・
〇
〇
会
　

議
　

用

一
〇

一

応

接

室

八
・
〇
〇
応
　

接
　

用

六

一

二
六
・
四
〇
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事

務

室

一
二
・
〇
〇
事
　

務
　

用

八

一

三
九
・
六
〇

第
一
研
究
室

一
二
・
〇
〇
研
　

究
　

用

五

一

第
二
研
究
室

一
二
・
〇
〇　

〃　
　
　
　
　
　
　

五

一

第
三
研
究
室

一
二
・
〇
〇　

〃　
　
　
　
　
　
　

五

一

第
四
研
究
室

一
二
・
〇
〇　

〃　
　
　
　
　
　
　

五

一

一
九
・
八
〇

第
五
研
究
室

六
・
〇
〇　

〃　
　
　
　
　
　
　

三

一

第
六
研
究
室

六
・
〇
〇　

〃　
　
　
　
　
　
　

三

一

九
・
九
〇

小

使

室

三
・
〇
〇
小
　

使
　

用

二

一

宿

直

室

三
・
〇
〇
宿
　

直
　

用

二

一

物

置

三
・
〇
〇
物

品

格

納

用

一

六
・
〇
〇

二
六
・
四
〇

便

所

八
・
〇
〇
便
　

　

　

所

一

四
〇
五
・
九
〇

廊
下
そ
の
他

一
二
三
・
〇
〇

九
七
二
・
三
一

　

二
■

四

号

館
共
用

三

九
〇
・
〇
七

二
一
三
・
六
四

合

併

教

室

六
四
・
七
四
合

併

講

義

用
四
〇
〇

一

控
　
　

室
　

八
三
・
五
八

そ

の

他
　

二
五
・
三
三

二

学
生
便
所
共
用

四
・
五
〇

便

所

四
・
五
〇
学
　

生
　

用

一

寄

宿

舎
共
用

一
六

九
二
・
七
六
当
分
使
用
し
な
い

舎

監

室

一
・
五
〇
舎
　

監
　

用

一

二

三
・
〇
〇
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学

生

用

室

二
・
〇
〇
学
　

生
　

用

二

一

二
・
〇
〇

〃

三
・
〇
〇　

〃　
　
　
　
　
　
　

三

二

六
・
〇
〇

〃

二
・
五
五　

〃　
　
　
　
　
　
　

二

二

五
・
一
〇

〃

四
・
五
〇　

〃　
　
　
　
　
　
　

五

五

二
二
・
五
〇

〃

三
・
五
〇　

〃　
　
　
　
　
　
　

四

二

七
・
〇
〇

〃

六
・
五
〇　

〃　
　
　
　
　
　
　

七

二

一
三
・
〇
〇

廊
下
そ
の
他

三
四
・
一
六

三
四
・
一
六

舘
長
公
舎
共
用

学

長

住

宅

用

九

四
四
・
七
五

学
生
集
会
室
共
用

学

生

集

会

用

五

三
六
・
五
〇

図

書

室
共
用

一
二

一
三
四
・
六
七

閲

覧

室

三
六
・
〇
〇
図

書

閲

覧

用

五
五

一

閲
覧
方
法
開
架
式

採
光

三
六
坪
二
〇
〇
Ｗ

七
灯
に
て
夜
間
閲

覧
に
充
分
で
あ
る

換
気
方
法

窓
に
よ
る
自
然
換

気座
席
数

個
人
用
椅
子
五
五

司
書
事
務
室

六
・
〇
〇
事
　

務
　

用

二

一

図
書
館
長
室

六
・
〇
〇　

〃　
　
　
　
　
　
　

一

一

第
一
特
別
閲
覧
室

五
・
〇
〇
図

書

閲

覧

用

二

一

第
二　
　

〃　
　
　

六
・
〇
〇　

〃　
　
　
　
　
　
　

二

一

第
三　
　

〃　
　
　

六
・
〇
〇　

〃　
　
　
　
　
　
　

二

一

第
四　
　

〃　
　
　

六
・
〇
〇　

〃　
　
　
　
　
　
　

二

一

第
五　
　

〃　
　
　

六
・
〇
〇　

〃　
　
　
　
　
　
　

二

一

準

備

室

二
・
〇
〇
準
　

備
　

用

一

医

務

室

一
二
・
〇
〇
医
　

療
　

用

一

第
一
医
務
職
員
室

一
〇
・
〇
〇　

〃　
　
　
　
　
　
　

二

一

第
二　
　

〃　
　
　

一
〇
・
〇
〇　

〃　
　
　
　
　
　
　

二

一

廊
下
其
の
他

一
三
・
六
七

書

庫
共
用

一

一
六
・
二
〇

書

庫

一
六
・
二
〇
図

書

格

納

用

一

二

号

館
共
用

九

二
一
三
・
四
五

校
長
室
兼
会
議
室

一
五
・
三
三
校
長
事
務
用
教
員
会
議
用

一

一

教

員

室

一
六
・
〇
〇
教

員

控

室

用

一
〇

一
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教

室

1

一
六
・
〇
〇
授
　

業
　

用

四
〇

教

室

2

二
〇
・
〇
〇　

〃　
　
　
　
　
　
　

五
五

教

室

3

二
〇
・
〇
〇　

〃　
　
　
　
　
　
　

五
五

教

室

4

一
六
・
〇
〇　

〃　
　
　
　
　
　
　

四
〇

教

室

5

一
六
・
〇
〇　

〃　
　
　
　
　
　
　

四
〇

教

室

6

一
六
・
〇
〇　

〃　
　
　
　
　
　
　

四
〇

教

室

7

六
・
二
〇　

〃　
　
　
　
　
　
　

一
〇

一

玄
関
廊
下
そ
の
他

七
一
・
九
二

一

号

館
共
用

六

九
八
・
二
五

一

番

教

室

二
〇
・
〇
〇
授
　

業
　

用

六
〇

一

二

番

教

室

一
六
・
〇
〇　

〃　
　
　
　
　
　
　

五
〇

一

三

番

教

室

一
四
・
〇
〇　

〃　
　
　
　
　
　
　

四
〇

一

四

番

教

室

一
〇
・
五
〇　

〃　
　
　
　
　
　
　

三
〇

一

教

員

控

室

五
・
二
五
教

員

控

室

用

五

一

演

習

室

八
・
〇
〇
演
　

習
　

用

一
五

一

廊
下
そ
の
他

二
四
・
五
〇

高
校
事
務
室
共
用

三

二
一
・
二
五

一

室

七
・
五
〇
学

生

教

務

用

五

一

二

室

四
・
〇
〇
庶

務
・

会

計

用

五

一

一

室

六
・
〇
〇
宿
　

直
　

用

五

一

廊
下
そ
の
他

小

使

室
共
用

一
〇
・
〇
五
小

使

用

二

三

一
〇
・
〇
五

守

衛

室
共
用

二
・
七
五
守

衛

詰

所

用

一

一

二
・
七
五

専

用

計

一
、九
四
一
・
〇
八

一
、九
四
一
・
〇
八

共

用

計

一
、二
二
二
・
〇
〇

一
、二
二
二
・
〇
〇

合

計

三
、一
六
三
・
〇
八

三
、一
六
三
・
〇
八
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「（
内
表
紙
）

五
、
図
書
、
標
本
、
機
械
器
具
等
施
設
概
要
」

第
五
、
図
書
標
本
機
械
器
具
等
設
備

一
ノ
一　

図
書

種　
　
　

別

専　
　
　

用

共　
　
　

用

計

内　
　
　
　
　

訳

備　
　
　

考

内　

国　

書

外　

国　

書

一
般
教
育
図
書

短
期
大
学
と
共
用

　

人
文
科
学
関
係

二
、二
五
四

八
三
六

三
、〇
九
〇

　

社
会
科
学
関
係

二
、四
四
七

六
八
四

三
、一
三
一

七
、四
七
二

六
〇
九

　

自
然
科
学
関
係

一
、一
五
二

七
〇
八

一
、八
六
〇

計

五
、八
五
三

二
、二
二
八

八
、〇
八
一

七
、四
七
二

六
〇
九

外　

国　

語

英�

　

語

一
、二
一
八

六
〇
七

一
、八
二
五

一
、五
〇
一

三
二
四

独

逸

語

一
、一
五
五

一
、一
五
五

五
一
三

六
四
二

そ

の

他

一
九
五

一
九
五

一
四
三

五
二

計

二
、五
六
八

六
〇
七

三
、一
七
五

二
、一
五
七

一
、〇
一
八

保
健
体
育

三
〇
六

三
〇
六

六
一
二

六
一
二

合　
　

計

八
、七
二
七

三
、一
四
一

一
一
、八
六
八

一
〇
、二
四
一

一
、六
二
七

専
門
図
書

五
、三
二
八

二
九
、〇
六
三

体
育
学
部

（
国
文
科
専
用
）

四
、九
五
六

三
七
二

一
八
、五
一
九

一
〇
、八
五
六

七
、六
六
三

体
育
学
科

（
経
済
科
専
用
）

五
、二
一
六

三
、九
五
〇

一
、二
六
六

計

五
、三
二
八

二
三
、七
三
五

二
九
、〇
六
三

一
九
、七
六
二

九
、三
〇
一

総　
　

計

一
四
、〇
五
五

二
六
、八
七
六

四
〇
、九
三
一

三
〇
、一
九
八

一
〇
、三
一
〇
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学
術
雑
誌　

三
五
種

（
国
文
科
専
用
）

九
八
種

九
〇
種

八
種

体
育
学
部

二
六
種

体
育
学
科

（
経
済
科
専
用
）

三
七
種

　
　
　
　
〔
一
ノ
二　

学
術
雑
誌
目
録　

略
〕

二
ノ
一　

標
本

種　

別

専　

用

共　

用

計

備　
　
　

考

一
般
教
育

二
〇
〇
点

二
九
五
点

四
九
五
点
国
士
舘
短
期
大
学
と
共
用

専
門
教
育

体
育
学
部

一
一
〇
点

一
一
〇
点

計

三
一
〇
点

二
九
五
点

六
〇
五
点

　
　
　
　
〔
二
ノ
二　

標
本
目
録　

略
〕

三
ノ
一　

機
械
器
具

種　

別

専　

用

共　

用

計

備　
　
　

考

一
般
教
育

二
六
六
点

八
五
点

三
五
一
点
国
士
舘
短
期
大
学
と
共
用

専
門
教
育
一
、〇
五
〇

体
育
学
部

九
〇
一
、一
四
〇
国
士
舘
短
期
大
学
と
共
用

計

一
、三
一
六

一
七
五
一
、四
九
一

　
　
　
　
〔
三
ノ
二　

機
械
器
具
目
録　

略
〕
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「（
内
表
紙
）

六
、
学
部
及
び
学
科
別
学
科
目
又
は
講
座
」

第
六　

学
部
及
学
科
別
学
科
目

学
部

学
科

学　
　
　

科　
　
　

目

年　
　

次　
　

及　
　

単　
　

位　
　

数

備　
　
　

考

第
一
年
次
第
二
年
次
第
三
年
次
第
四
年
次

計

部　学　育　体

科　学　育　体

一
般
教
育
科
目

　

人
文
科
学
関
係

哲

学

四

四

倫

理

学

四

四

文

学

四

四

史

学

四

四

　

社
会
科
学
関
係

法

学

四

四
日
本
国
憲
法
を
含
む

心

理

学

四

四

経

済

学

四

四

教

育

学

四

四

　

自
然
科
学
関
係

生

物

学

四

数

学

四

四

統

計

学

四

四

　
　
　

計

二
四

二
〇

四
四

外　
　

国　
　

語

英

語

四

四

二

二

一
二

独

逸

語

二

二

二

二

八

　
　
　

計

六

六

四

四

二
〇

保　

健　

体　

育

講

義

一

一

二
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部　学　育　体

科　学　育　体

実

技

一

一

二

　
　
　

計

二

二

四

専　

門　

科　

目

解
剖
及
生
理
学

二

四

六

運

動

生

理

学

四

四

栄

養

学

四

四

細
菌
及
免
疫
学

四

四

個
人
及
公
衆
衛
生
論

四

四

発

育

論

二

二

体

育

原

理

四

四

体

育

史

四

四

体

育

心

理

学

四

四

体

育

管

理

四

四

体

育

方

法

学

四

四

体

育

測

定

学

四

四

体

育

社

会

学

四

四

医

学

概

論

二

二

健

康

教

育

論

二

二

学

校

保

健

四

四

救
急
処
置
及
看
護
法

四

四

解
剖
及
生
理
学
実
験

二

二

体
育
心
理
学
実
験

二

二

体
育
測
定
学
実
験

二

二

体
育
方
法
第
一（
体
操
）

一

二

二

五

体
育
方
法
第
二（
陸
上
競
技
）

二

一

二

一

六

体
育
方
法
第
三（
球
技
）

一

二

二

一

六

体
育
方
法
第
四（
格
技
）

二

二

一

五

体
育
方
法
第
五（
水
泳
）

一

一
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部　学　育　体

科　学　育　体

体
育
方
法
第
六（
ス
キ
ー
）

一

一

体
育
方
法
第
七（
リ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン

）

一

一

体
育
方
法
第
八（
専
攻
）

四

四

四

四

一
六

卒

業

論

文

五

五

　
　
　

計

一
九

二
六

四
二

三
一

一
一
八

教
職
に
関
す
る
専
門
科
目

　
　
　

教

育

原

理

四

四

教

育

心

理

学

四

四

青

年

心

理

学

二

二

教

育

史

二

二

保
健
体
育
科
教
育
法

三

四

教

育

実

習

三

三

　
　
　

計

四

四

五

五

一
九

　
　

合　
　
　

計

五
五

五
八

五
三

四
二

二
〇
九

「（
内
表
紙
）

七
、
修
業
年
限
、
履
修
方
法
及
び
学
士
号
」

第
七
、
修
業
年
限
、
履
修
方
法
及
び
学
士
号

一
、
修
業
年
限

修
業
年
限
は
四
ヶ
年
と
す
る
。
在
学
年
限
は
八
ヶ
年
を
超
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
と
す
る
。

二
、
履
修
方
法

１
．
体
育
学
部
体
育
学
科
に
お
い
て
開
設
す
る
学
科
目
は
、
一
般
教
育
科
目
、
外
国
語
、
保
健
体
育
科
目
、
専
門
科
目
並
に
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教
職
科
目
の
五
つ
に
分
ち
、
又
夫
々
の
学
科
目
を
必
修
科
目
と
選
択
科
目
と
に
分
け
る
。

２
．
学
生
は
右
の
学
科
目
凡
て
を
履
修
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
但
し
、
教
職
科
目
は
教
員
免
許
状
取
得
希
望
者
に
限
り
履

修
す
る
も
の
と
す
る
。

３
．
修
業
年
限
四
ヶ
年
の
内
、
第
一
年
次
、
第
二
年
次
に
は
一
般
教
育
科
目
、
外
国
語
、
保
健
体
育
科
目
を
主
と
し
て
履
修

す
る
も
の
と
す
る
。
尚
第
一
年
次
か
ら
専
門
科
目
の
一
部
及
教
職
科
目
の
一
部
を
加
え
履
修
せ
し
め
る
。

４
．
一
般
教
育
科
目
の
履
修
は
第
二
年
次
終
り
に
於
て
完
了
す
る
も
の
と
す
る
。

５
．
外
国
語
は
第
一
年
次
、
第
二
年
次
、
第
三
年
次
、
第
四
年
次
の
四
ヶ
年
に
亘
り
履
修
す
る
も
の
と
す
る
。

６
．
第
三
年
次
、
第
四
年
次
に
於
て
は
、
主
と
し
て
専
門
科
目
及
教
職
科
目
を
履
修
す
る
も
の
と
す
る
。

７
．
専
門
科
目
中
、
体
育
方
法
（
実
技
）
は
第
一
年
次
よ
り
第
四
年
次
に
亘
り
履
修
す
る
も
の
と
す
る
。

８
．
学
生
は
毎
学
年
度
始
め
に
当
該
年
度
に
開
設
す
る
学
科
目
の
中
、
必
修
科
目
の
外
、
選
択
科
目
よ
り
必
要
単
位
を
選
択

し
、
此
れ
を
届
出
て
、
履
修
す
る
も
の
と
す
る
。

９
．
一
科
目
の
課
程
を
修
了
し
た
も
の
に
は
次
の
基
準
に
よ
り
単
位
を
与
え
る
。

（１）　

講
義
は
一
時
間
の
講
義
に
対
し
て
教
室
外
に
お
け
る
二
時
間
の
準
備
の
た
め
の
学
習
を
必
要
と
す
る
こ
と
を
考

［（
字
カ
ス
レ
、以
下
読
メ
ズ
）

　
　
　
　

］

（３）　

実
験
、
実
習
、
実
技
等
は
学
習
が
す
べ
て
実
験
室
、
実
習
場
で
行
わ
れ
る
も
の
と
し
、
毎
週
三
時
間
十
五
週
の
実
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験
、
実
習
、
実
技
を
以
て
一
単
位
と
す
る
。

10
．
単
位
履
修
の
認
定
は
主
と
し
て
試
験
に
よ
る
も
の
と
し
、
そ
の
他
研
究
報
告
、
論
文
等
の
提
出
を
以
て
す
る
。

11
．
卒
業
要
件
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

（１）　

四
ヶ
年
以
上
在
学
す
る
こ
と
。

（２）　

左
の
各
項
に
示
し
た
単
位
数
以
上
を
取
得
す
る
こ
と
。

イ
．
一
般
教
育
科
目
に
お
い
て
は
人
文
、
社
会
、
自
然
の
三
系
列
の
関
係
科
目
に
わ
た
り
、
必
修
科
目
を
含
め
そ
れ
ぞ

れ
三
科
目
十
二
単
位
以
上
合
計
九
科
目
三
十
六
単
位
以
上
を
取
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ロ
．
外
国
語
は
第
一
外
国
語
八
単
位
以
上
、
第
二
外
国
語
四
単
位
以
上
を
取
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ハ
．
保
健
体
育
四
単
位
を
取
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ニ
．
専
門
科
目
に
お
い
て
は
必
修
科
目
を
含
め
七
十
二
単
位
以
上
を
取
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ホ
．
学
生
は
第
四
年
次
に
於
て
卒
業
論
文
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
卒
業
論
文
の
単
位
は
専
門
科
目
の
単
位
に

加
算
す
る
。

（３）　

卒
業
資
格
と
し
て
の
最
低
要
求
取
得
単
位
数
は
前
各
項
に
よ
る
合
計
百
二
十
四
単
位
以
上
で
あ
る
。

12
．
教
員
免
許
状
の
授
与
を
希
望
す
る
者
は
、
前
項
履
修
単
位
の
外
、
教
職
科
目
に
つ
い
て
必
修
科
目
を
含
め
十
六
単
位
以

上
を
取
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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三
、
学
士
号

１
．
本
大
学
学
部
に
四
年
以
上
在
学
し
、
所
定
の
授
業
科
目
を
履
修
し
定
め
ら
れ
た
単
位
数
を
取
得
し
た
も
の
は
学
士
試
験

に
合
格
し
た
も
の
と
み
な
し
、
卒
業
証
書
を
与
え
る
。

２
．
本
大
学
体
育
学
部
を
卒
業
し
た
も
の
は
、
体
育
学
士
と
称
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

四
、
内
訳〔

前
掲
「
学
部
及
学
科
別
学
科
目
」
に
同
じ
〕

「（
内
表
紙
）

八
、
学
部
及
び
学
科
別
学
生
定
員
」

第
八　

学
部
及
学
科
別
学
生
定
員

一
、
学
部
及
学
科
別
学
生
入
学
定
員

体
育
学
部　

体
育
学
科　

一
〇
〇
名

二
、
学
部
及
学
科
別
学
生
総
定
員

体
育
学
部　

体
育
学
科　

四
〇
〇
名



国士舘史研究年報 2015　楓厡

76

「（
内
表
紙
）

九
、
職
員
組
織
」

第
九　

職
員
組
織

一
、
職
員
総
括
表

専　
　

任

兼　
　

担

兼　
　

任

計

次年 1第

次年 2第

次年 3第

次年 4第

計

次年 1第

次年 2第

次年 3第

次年 4第

計

次年 1第

次年 2第

次年 3第

次年 4第

計

次年 1第

次年 2第

次年 3第

次年 4第

計

学

長

一

一

一

一

教

員

教

授
一
五

一
五

四

一

五

一

一
一
九

一

一

二
一

助
教
授

三

三

一

一

四

四

講

師

八

八

二

二

五

二

二

二
一
一
一
五

二

二

二
二
一

計

三
六

三
六

七

一

八

五

三

二

二
一
二
三
八

三

三

二
四
七

助

手

三

一

四

三

一

四

技
術
員

事
務
員
一
四

一
四

一
四

一
四

そ
の
他

二

二

二

二

合

計
四
六

一

四
七

七

一

八

五

三

二

二
一
二
五
八

四

三

二
六
七

　
　
　
　
〔
二
、
学
部
及
学
科
別
教
員　

略
〕

三
、
学
長
並
び
に
学
部
及
び
学
科
別
教
員
予
定
表
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号　　番

名　　職

一
般
教
育

外
国
語

保
健
体
育

専
門
科
目

の

別
専
任

兼
担

兼
任

の
別

本
務
の
名
称

並
び
に
担
当

学
科
目
又
は

講
座

担

当

学
科
目

最
終
卒
業
学
校

学
部
、
学
科
名

及
び
卒
業
年
月

日

号 称 位 学
著
書
及
び

学
術
論
文

数

歴　　教
採　

用

予　

定

年　

月
給本基額月
籍本籍国
別　　性

氏

名

生

年

月

日
備

考

申
請
学
校
名

審
査
年
月
日

職
名
・
学
科
目

教
員

個
人

調
書

頁
数

１
学
長

専
任

早
稲
田
大
学
専

門
部
、
政
治
経

済
科

大
正
四
・
六

論
文
四

昭
和

三
三

四

40,000
京東
男
柴
田
德
次
郎

明
治
二
三
・
一
二
・

二
〇

国
士
舘
短
期
大
学

昭
和
二
七
・
一
〇

学
長

1～3

２
教
授
一
般
教
育
専
任

倫
理
学

日
本
大
学
法
文

学
部
政
治
学
科

昭
和
八
・
三

日
本
大
学
文
学

部
大
学
院
（
倫

理
科
）

昭
和
二
八
・
三

著
書
一

論
文
四

九
昭
和

三
三

四

30,000
島広
男
佐
藤
嘉
祐

明
治
三
二
・
一
〇
・

一
五

国
士
舘
短
期
大
学

昭
和
三
〇
・
六
・
二
三

教
授
・
倫
理
学

4～7

○
３
教
授
一
般
教
育
専
任

心
理
学

京
都
大
学
ニ
テ

単
哲
学
専
攻

大
正
一
〇
・
一
二

著
書
八

五
昭
和

三
三

四

30,000
岡静
男
増
田
栄

明
治
二
六
・
一
二
・

二
七

8～10

○
４
教
授
一
般
教
育
専
任

数
学

東
北
帝
国
大
学

理
学
部
数
学
科

大
正
六
・
七
・

一
七

士博学理
著
書
四

論
文
一
〇

そ
の
他

〇・〇四
昭
和

三
三

四

30,000
葉千
男
柴
田
寛

明
治
一
九
・
三
・
二
五
千
葉
大
学

昭
和
二
四
・
教
授
・

数
学

11～15

５
助
教

授

一
般
教
育
専
任

文
学

早
稲
田
大
学
文

学
部
文
学
科
（
国

文
学
専
攻
）

昭
和
一
七
・
九
・

二
五

著
書
一

論
文
二

〇・五一
昭
和

三
三

四

25,000
京東
男
宮
沢
林
直

大
正
八
・
四
・
二
七

東
京
文
科
大
学

昭
和
二
四
・
二
・
一
一

助
教
授
・
国
文
学

16～19

○
６
助
教

授

一
般
教
育
専
任

法
学

早
稲
田
大
学
大

学
院
法
学
研
究

科昭
和
三
〇
・
三

士修学法
著
書
ナ
シ

論
文
一

〇・五一
昭
和

三
三

四

15,000
京東
男
柴
田
梵
天

大
正
六
・
六
・
二
八

国
士
舘
短
期
大
学

昭
和
三
〇
・
七

講
師
・
法
学

20～23
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７
講
師
一
般
教
育
専
任

生
物
学

東
京
外
国
語
学

校
専
修
科
ド
イ

ツ
語
科

明
治
四
五
・
三

ド
イ
ツ
皇
帝
研

究
所
ゴ
ー
ル
ド

シ
ュ
ミ
ッ
ト
博

士
に
つ
き
学
習

（
二
年
六
ヶ
月
）

大
正
一
一
・
三
・

三
一

著
書
ナ
シ

論
文
二
〇
〇・三三

昭
和

三
三

四

15,000
山岡
男
影
山
藤
作

明
治
八
・
一
・
二
六

国
士
舘
短
期
大
学

昭
和
三
〇
・
一
一

講
師
、
生
物
学

24～28

８
教
授
一
般
教
育
兼
担
国
士
舘
短
期

大
学
教
授

哲　
　

学

哲
学

東
京
帝
国
大
学

文
学
部
哲
学
科

昭
和
元
・
三
・

三
一

著
書
一

論
文
四

〇・〇一
昭
和

三
三

四

京東
男
太
田
定
康

明
治
三
三
・
八
・
三

至
徳
短
期
大
学

昭
和
二
四
・

一
二
・
二
四

教
授
・
哲
学

29～32

○
９
教
授
一
般
教
育
兼
担

国
士
舘
大
学

体
育
学
部

教
職
科
目

　

教
育
原
理

　

教
育
史

教
育
学

早
稲
田
大
学
学

部
文
学
科
部
哲

学
明
治
四
一
・
七

著
書
一
〇

論
文
四

五・二三
昭
和

三
三

四

京東
男
小
沢
恒
一

明
治
一
六
・
六
・
六

早
稲
田
大
学

昭
和
二
四
・
四

教
授
、
教
育
学

33～35

10
講
師
一
般
教
育
兼
任
東
京
経
済
大

学
助
教
授

歴　
　

史

史
学

東
京
帝
国
大
学

文
学
部
西
洋
史

学
科

昭
和
一
〇
・
三
・

三
一

著
書
二

論
文
一

〇・五一
昭
和

三
三

四

3,000
京東
男
神
保
規
一

明
治
四
五
・
一
・
一
〇
東
京
経
済
大
学

昭
和
二
五
・
四

助
教
授
、
歴
史

36～39

11
講
師
一
般
教
育
兼
任
青
山
学
院
大

学
経
済
学
部

教　
　

授

経
済
原
論

経
済
学

東
京
帝
国
大
学

経
済
学
部
経
済

学
科

昭
和
五
・
三

著
書
一
五

三・一一
昭
和

三
三

四

3,000
京東
男
日
下
藤
吾

明
治
四
一
・
一
・
二
六
国
士
舘
短
期
大
学

昭
和
三
〇
・
六
・
二
七

講
師
、
経
済
学

40～43

○
12
講
師
一
般
教
育
兼
任
総
理
府
統
計

局
統
計
職
員

養
成
所　

講

師

統
計
学

京
都
大
学
経
済

学
部

昭
和
一
二
・
三

著
書
三

論
文
六

昭
和

三
三

四

3,000
岡福
男
中
村
浩

大
正
二
・
五
・
一
四

44～47
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○
13
教
授
外
国
語

科
目

専
任

英
語

早
稲
田
大
学
英

文
学
科

明
治
四
二
・
三

著
書
一
二

論
文
六

そ
の
他

〇・九二
昭
和

三
三

四

30,000
京東
男
市
川
又
彦

明
治
一
九
・
一
二
・

一
二

早
稲
田
大
学

昭
和
二
四
、
教
授
、

英
語
・
英
文
学

48～52

○
14
教
授
外
国
語

科
目

専
任

英
語

米
国
バ
ー
ク

レ
ー
市
太
平
洋

宗
教
大
学
院

昭
和
六
・
五
・
七

士博学文
著
書
五

論
文
一

そ
の
他

〇・七
昭
和

三
三

四

30,000
京東
男
小
辻
節
三

明
治
三
二
・
二
・
三

関
東
学
院
大
学

昭
和
二
四
、
教
授
、

基
督
教
学

53～56

15
教
授
外
国
語

科
目

兼
担
国
士
舘
短
期

大
学
教
授

英
語

英
語

東
京
帝
国
大
学

文
学
部
英
文
科

大
正
六
・
七

著
書
三

八・〇三
昭
和

三
三

四

京東
男
根
本
剛

明
治
二
六
・
二
・
一
四
国
士
舘
短
期
大
学

昭
和
二
七
・
一
〇

教
授
・
英
語

57～60

16
講
師
外
国
語

科
目

兼
任
日
本
大
学
助

教
授

独
逸
語

独
逸
語

東
京
帝
国
大
学

文
学
部
独
文
科

昭
和
一
一
・
三

著
書
六

〇・〇一
昭
和

三
三

四

3,000
島徳
男
満
足
卓

明
治
四
三
・
九
・
四

日
本
大
学

昭
和
二
二
・
一
一

助
教
授
・
独
逸
語

61～64

17
教
授
保
健
体
育
専
任

保
健
体
育

講
義
及
実

技

日
本
体
育
会
体

操
学
校
高
等
科

昭
和
五
・
三

〇・五一
昭
和

三
三

四

30,000
知愛
男
加
藤
孝
吾

明
治
三
八
・
三
・
三

日
本
体
育
大
学

昭
和
二
四
・
三
・
二
五

教
授
・
体
育

65～68

○
18
教
授
保
健
体
育
兼
担

国
士
舘
大
学

体
育
学
部
教

授体
育
方
法
学

体
育
方
法

（
陸
上
競
技
）

講
義
及
実

技

東
京
高
等
師
範

学
校
体
育
科
甲

組昭
和
一
〇
・
三
・

一
五

著
書
一

論
文
五

〇・六
昭
和

三
三

四

潟新
男
金
子
藤
吉

明
治
四
四
・
四
・
二
四

国
士
舘
短
期
大
学

昭
和
三
〇
・
一
〇
・

一
五

教
授
（
陸
上
競
技
）

69～72

○
19
助
教

授

保
健
体
育
兼
担
国
士
舘
大
学

体
育
学
部
助

教
授
体
育
方

法
（
球
技
）
実
技

東
京
体
育
専
門

学
校
本
科
体
操

科昭
和
二
二
・
三
・

一
五

著
書
一

論
文
二

〇・八
昭
和

三
三

四

京東
男
石
田
啓

大
正
一
一
・
七
・
一
二

国
士
舘
短
期
大
学

昭
和
三
〇
・
一
〇
・

一
五
助
教
授
・
体
育

方
法
（
球
技
）

73～76
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○
20
講
師
保
健
体
育
兼
担

国
士
舘
大
学

体
育
学
部
講

師体
育
方
法

（
体
操
）

実
技

東
京
体
育
専
門

学
校
本
科
体
操

科昭
和
二
〇
・
九
・

二
五

〇・四
昭
和

三
三

四

島福
男
鈴
木
八
郎

大
正
一
三
・
六
・
二
六

国
士
舘
短
期
大
学

昭
和
三
〇
・
一
〇
・

一
五
講
師
、
体
育
方

法
（
体
操
）

77～80

21
教
授
専
門
科
目
専
任

体
育
原
理

運
動
生
理

学体
育
管
理

東
京
高
等
師
範

学
校
体
操
専
修

科大
正
五
・
三
・
五

著
書
三

論
文
三

九・八二
昭
和

三
三

四

30,000
岡福
男
岡
部
平
太

明
治
二
四
・
九
・

一
〇

福
岡
学
芸
大
学

昭
和
三
〇
・
六
・
二
七

教
授
・
体
育

国
士
舘
短
期
大
学

昭
和
三
〇
・
一
〇
・

一
五
教
授
・
体
育
原

理
・
体
育
史
・
体
育
運

動
学
・
運
動
生
理
学

81～84

22
教
授
専
門
科
目
専
任

体
育
方
法

（
格
技
）

東
京
高
等
師
範

学
校
体
育
科

大
正
一
五
・
三

〇・八
昭
和

三
三

四

30,000
根島
男
大
野
操
一
郎

明
治
三
四
・
二
・

二
五

国
士
舘
短
期
大
学

昭
和
三
〇
・
一
一
教

授
体
育
法
（
格
技
）

85～88

23
教
授
専
門
科
目
専
任

体
育
方
法

（
格
技
）

東
京
高
等
師
範

学
校
体
操
専
修

科大
正
五
・
三
・
五

著
書
四

七・七二
昭
和

三
三

四

30,000
形山
男
會
田
彦
一

明
治
二
六
・
四
・

一
一

国
士
舘
短
期
大
学

昭
和
三
〇
・
一
〇
・

一
五
教
授
・
体
育
方

法
（
格
技
）

89～92

○
24
教
授
専
門
科
目
専
任

体
育
方
法

学体
育
方
法

（
陸
上
競

技
）

東
京
高
等
師
範

学
校
体
育
科
甲

組昭
和
一
〇
・
三
・

一
五

著
書
一

論
文
五

〇・六
昭
和

三
三

四

30,000
潟新
男
金
子
藤
吉

明
治
四
四
・
四
・

二
四

国
士
舘
短
期
大
学

昭
和
三
〇
・
一
〇
・

一
五
教
授
（
陸
上
競

技
）

69～72

25
教
授
専
門
科
目
専
任

個
人
及
公

衆
衛
生
論

栄
養
学

東
京
帝
国
大
学

医
学
部

大
正
二
・
一
二

士博学医
著
書
二

論
文
多
数
〇・四一

昭
和

三
三

四

30,000
京東
男
小
金
井
良
一

明
治
二
三
・
八
・
六

国
士
舘
短
期
大
学

昭
和
三
〇
・
一
一

教
授
・
衛
生
学
・
栄

養
学

93～96

26
教
授
専
門
科
目
専
任

解
剖
及
生

理
学

同
実
験
実

習

慈
恵
会
医
科
大

学
学
部

昭
和
一
六
・
一
二
士博学医

著
書
ナ
シ

論
文
五

〇・二
昭
和

三
三

四

30,000
京東
男
佐
藤
英
夫

大
正
六
・
一
・
一

国
士
舘
短
期
大
学

昭
和
三
〇
・
一
一

教
授
・
解
剖
学

97～100
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○
27
教
授
専
門
科
目
専
任

体
育
原
理

体
育
方
法

（
球
技
）

東
京
高
等
師
範

学
校

大
正
八
・
三
・

二
六

著
書
三

〇・九二
昭
和

三
三

四

30,000
東京
男
佐
々
木
等

明
治
二
四
・
三
・
一
九
宇
都
宮
大
学

昭
和
二
四
・
教
授
・

体
育

101～104

○
28
教
授
専
門
科
目
専
任

体
育
史

体
育
方
法

（
体
操
）

東
京
高
等
師
範

学
校
体
操
専
修

科大
正
六
・
三
・

二
六

著
書
四

〇・八
昭
和

三
三

四

30,000
東京
男
森
秀

明
治
二
五
・
三
・

二
八

東
京
女
子
体
育
短
期

大
学

昭
和
二
四

教
授
・
体
育

105～108

29
助
教

授

専
門
科
目
専
任

教
育
方
法

（
球
技
）

東
京
体
育
専
門

学
校
本
科
体
操

科昭
和
二
二
・
三
・

一
五

著
書
一

論
文
二

〇・八
昭
和

三
三

四

25,000
京東
男
石
田
啓

大
正
一
一
・
七
・

一
二

国
士
舘
短
期
大
学

昭
和
三
〇
・
一
〇
・

一
五
助
教
授
・
体
育

方
法
（
球
技
）

73～76

○
30
助
教

授

専
門
科
目
専
任

体
育
測
定

学体
育
方
法

（
球
技
）

東
京
高
等
師
範

学
校
体
育
科
第

一
部

昭
和
二
〇
・
一
〇

東
京
教
育
大
学

体
育
学
部

昭
和
三
〇
・
三

論
文
一
二

〇・八
昭
和

三
三

四

25,000
京東
男
坂
井
正
郎

大
正
一
〇
・
一
〇
・

四

国
士
舘
短
期
大
学

昭
和
三
〇
・
一
〇
・

一
五
講
師
・
体
育
方

法
（
球
技
）

109～113

31
講
師
専
門
科
目
専
任

解
剖
及
生

理
学

同
実
験
実

習

東
京
慈
恵
会
医

科
大
学

昭
和
一
〇
・
三
・

二
五

士博学医
論
文
四

五・四
昭
和

三
三

四

15,000
京東
男
幸
野
密
二

明
治
三
九
・
八
・

一
八

国
士
舘
短
期
大
学

昭
和
三
〇
・
一
一

講
師
・
生
理
学

114～117

32
講
師
専
門
科
目
専
任

体
育
方
法

（
リ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ

ン
）

日
本
体
育
専
門

学
校

昭
和
二
二
・
三
・

一
五

中
央
大
学
法
学

部（
旧
制
）
昭
和

二
五
・
三
・
一
五

〇・五
昭
和

三
三

四

15,000
道海北
男
平
間
光
雄

大
正
一
四
・
七
・

一
一

国
士
舘
短
期
大
学

昭
和
三
〇
・
一
〇
・

一
五
講
師
・
体
育
方

法
（
リ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
）

118～122
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33
講
師
専
門
科
目
専
任

体
育
方
法

（
体
操
）

東
京
体
育
専
門

学
校

昭
和
二
〇
・
九
・

一
五

〇・四
昭
和

三
三

四

15,000
島福
男
鈴
木
八
郎

大
正
一
三
・
六
・

二
六

国
士
舘
短
期
大
学

昭
和
三
〇
・
一
〇
・

一
五
講
師
・
体
育
方

法
（
体
操
）

77～80

○
34
講
師
専
門
科
目
専
任

体
育
方
法

（
格
技
）

国
士
舘
専
門
学

校国
漢
柔
道
本
科

昭
和
一
七
・
九
・

二
〇

〇・一
昭
和

三
三

四

15,000
京東
男
東
政
俊

大
正
八
・
三
・
二
六

123～127

○
35
講
師
専
門
科
目
兼
担
国
士
舘
短
期

大
学
講
師

保
健
体
育

講
義
及
実
技

体
育
方
法

（
陸
上
競

技
）

日
本
体
育
会
体

操
学
校
高
等
科

昭
和
一
一
・
三
・

三

〇・八
昭
和

三
三

四

潟新
男
入
沢
甲
寅

大
正
三
・
一
一
・

二
八

柏
崎
短
期
大
学

昭
和
二
四
・
一
〇

講
師
・
体
育

128～132

○
36
講
師
専
門
科
目
兼
任
東
京
大
学
講

師

医
学
概
論

救
急
法
及

看
護
法

東
京
帝
国
大
学

医
学
部
医
学
科

昭
和
八
・
三
・

三
一

士博学医
著
書
三

論
文
三
二
〇・三一

昭
和

三
三

四

3,000
知愛
男
伊
藤
京
逸

明
治
三
九
・
四
・

二
四

国
士
舘
短
期
大
学

昭
和
三
〇
・
一
一

講
師
・
療
育
学
・
救

急
法

133～137

3738
講
師
専
門
科
目
兼
任
東
京
教
育
大

学
体
育
学
部

教
授
運
動
医

学

健
康
教
育

論学
校
保
険

日
本
医
科
大
学

昭
和
一
六
・

一
二
・
二
六

士博学医
著
書
ナ
シ

論
文
九

〇・五一
昭
和

三
三

四

3,000
島福
男
豊
田
章

大
正
三
・
三
・
三
一

国
士
舘
短
期
大
学

昭
和
三
〇
・
一
〇
・

一
五
講
師
・
体
育
保

健
・
健
康
教
育
論

142～145

39
講
師
専
門
科
目
兼
任
広
島
大
学
教

育
学
部

体
育
心
理

学体
育
社
会

学

東
京
高
等
師
範

学
校
体
育
科
甲

組昭
和
五
・
三
・

一
五

著
書
五

論
文
六

〇・八一
昭
和

三
三

四

3,000
阪大
男
竹
中
玉
一

明
治
三
七
・
五
・

二
三

東
京
教
育
大
学

昭
和
二
五
・
三
・
一
八

教
授
・
心
理

国
士
舘
短
期
大
学

昭
和
三
〇
・
一
〇
・

146～150
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東
京
文
理
科
大

学
教
育
学
科
心

理
学
専
攻

昭
和
九
・
三
・

一
五

一
五
講
師
・
体
育
心

理
学
・
体
育
技

40
教
授
専
門
科
目
専
任

体
育
方
法

（
格
技
）

京
都
武
道
会
立

武
術
教
員
養
成

所

〇・八二
昭
和

三
三

四

3,000
京東
男
齋
村
五
郎

明
治
二
〇
・
五
・
四

国
士
舘
短
期
大
学

昭
和
三
〇
・
一
〇
・

一
五

講
師
・
体
育
方
法

（
格
技
）

151～154

○
41
講
師
専
門
科
目
専
任

体
育
方
法

（
格
技
）

至
徳
専
門
学
校

国
語
科

昭
和
二
二
・
二
・

二
〇

講
道
館
柔
道
六

段昭
和
二
一
・
一
・

一
〇

六・一
昭
和

三
三

四

15,000
森青
男
上
野
孫
吉

大
正
一
四
・
一
二
・

一
〇

155～160

○
42
講
師
専
門
科
目
兼
任
慈
恵
医
科
大

学
講
師

解
剖
学

発
育
論

東
京
慈
恵
会
医

科
大
学

昭
和
一
六
・
三
・

二
〇

士博学医
論
文
三

〇・六
昭
和

三
四

四

3,000
阪大
男
皿
井
長
四
郎

大
正
七
・
一
二
・

一
五

161～164

○
43
講
師
専
門
科
目
兼
任
慈
恵
医
科
大

学
講
師

細
菌
学

細
菌
及
免

疫
学

東
京
慈
恵
会
医

科
大
学

昭
和
一
七
・
九
・

一
五

士博学医
論
文
一
五

〇・七
昭
和

三
四

四

3,000
知愛
男
田
中
潤
二

大
正
七
・
三
・
二

165～168

44
助
手
専
門
科
目
専
任

体
育
方
法

（
体
操
）

日
本
体
育
大
学

体
育
学
部

昭
和
三
一
・
三
・

三

六・一
昭
和

三
三

四

8,000
野長
男
丸
山
孝
司

昭
和
七
・
一
〇
・

一
六

169～172
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45
助
手
専
門
科
目
専
任

体
育
方
法

（
陸
上
競

技
）

日
本
体
育
大
学

体
育
学
部

昭
和
三
一
・
三
・

三

著
書
一

論
文
三

六・一
昭
和

三
三

四

8,000
島福
男
服
部
利
夫

昭
和
五
・
一
一
・

一
三

173～176

46
助
手
専
門
科
目
専
任

体
育
方
法

（
球
技
）

日
本
体
育
大
学

体
育
学
部

昭
和
三
一
・
三
・

三

六・一
昭
和

三
三

四

8,000
媛愛
男
行
先
博
文

昭
和
八
・
六
・
二
五

177～180

47
助
手
専
門
科
目
専
任

体
育
方
法

（
格
技
）

日
本
体
育
大
学

体
育
学
部

昭
和
三
二
・
三
・

三

六・〇
昭
和

三
三

四

8,000
田秋
男
菅
原
克
夫

昭
和
九
・
八
・
二
〇

181～184

48
教
授
教
職
科
目
専
任

教
育
原
理

教
育
実
習
早
稲
田
大
学
学

部
文
学
科
哲
学

明
治
四
一
・
七

著
書
一
〇

論
文
四

〇・二三
昭
和

三
三

四

30,000
京東
男
小
沢
恒
一

明
治
一
六
・
六
・
六

早
稲
田
大
学

昭
和
二
四
・
四

教
授
・
教
育
学

185～187

49
講
師
教
職
科
目
専
任

教
育
心
理

学青
年
心
理

学

日
本
大
学
大
学

院
文
学
研
究
科

（
心
理
学
専
攻
）

昭
和
二
八
・
九

士修学文
著
書
ナ
シ

論
文
七

学
会
発
表

一
一

〇・四
昭
和

三
三

四

15,000
潟新
男
高
島
正
士

大
正
一
四
・
八
・
二
三

国
士
舘
短
期
大
学

昭
和
三
一
・
九

講
師
・
教
育
心
理

学
・
青
年
心
理
学

188～192

50
教
授
教
職
科
目
兼
担

国
士
舘
大
学

体
育
学
部
教

授体
育
史
・
体

育
方
法
（
体

操
）

保
健
体
育

科教
育
法

東
京
高
等
師
範

学
校
体
操
専
修

科大
正
六
・
三
・

二
六

著
書
四

〇・八
昭
和

三
三

四

京東
男
森
秀

明
治
二
五
・
三
・
二
八

東
京
女
子
体
育
短
期

大
学

昭
和
二
四

教
授
・
体
育

105～108

51
教
授
教
職
科
目
兼
任

教
育
原
理

教
育
史

東
京
帝
国
大
学

文
科
大
学
哲
学

科
（
教
育
学
専

攻
）

士博学文
著
書
四

論
文
一
〇
二・五三

昭
和

三
三

四

5,000
岡福
男
松
月
秀
雄

明
治
二
五
・
九
・
一
八
東
京
理
科
大
学

昭
和
二
四
・
四

教
授
・
教
育
学

193～196

　
　
　
　
〔
四
、
教
員
個
人
調　

略
〕
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「（
内
表
紙
）

十
、
設
置
者
に
関
す
る
調
」

第
十
、
設
置
者
に
関
す
る
調

私
立
大
学

一
、
役
員
氏
名

顧
問　

石
川
一
郎　
　
　

顧
問　

安
川
第
五
郎

一
万
田
尚
登　
　
　
　
　

松
野
鶴
平

小
原　

直　
　
　
　
　

藤
山
愛
一
郎

高
島
菊
次
郎　
　
　
　
　

小
坂
順
造

植
村
甲
午
郎　
　
　
　
　

櫻
田　

武

野
村
吉
三
郎　
　
　
　
　

木
村
篤
太
郎

野
田
俊
作　
　
　
　
　

渋
沢
敬
三

松
本
健
次
郎　
　
　
　
　

諸
井
貫
一

理
事　

柴
田
德
次
郎

柴
田
梵
天
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中
村
宗
雄

樹
下
信
雄

眞
野
正
順

監
事　

会
田
彦
一

藤
田
正
実

学
校
法
人
国
士
舘
理
事
会
決
議
録

昭
和
三
十
二
年
七
月
十
五
日
午
後
二
時
、
学
校
法
人
国
士
舘
会
議
室
に
於
て
理
事
会
を
開
催
し
、
理
事
五
名
出
席
、
全
員
一
致

左
記
決
議
す
。

　

一
、
国
士
舘
大
学
体
育
学
部
新
設
の
件
並
び
に
設
置
認
可
申
請
の
件

　

一
、
昭
和
三
十
二
年
七
月
二
十
日
学
校
法
人
国
士
舘
評
議
員
会
開
催
の
件

　

昭
和
三
十
二
年
七
月
十
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
席
理
事　
　

柴
田
德
次
郎
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仝　
　
　
　
　

樹
下
信
雄
（
印
）
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仝　
　
　
　
　

眞
野
正
順
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仝　
　
　
　
　

中
村
宗
雄
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仝　
　
　
　
　

柴
田
梵
天
（
印
）

学
校
法
人
国
士
舘
評
議
員
会
決
議
録

昭
和
三
十
二
年
七
月
二
十
日
午
後
二
時
、
学
校
法
人
国
士
舘
会
議
室
に
於
て
評
議
員
会
を
開
催
し
、
評
議
員
七
名
出
席
、
左
記

事
項
決
議
す
。

　

一
、
国
士
舘
大
学
体
育
学
部
新
設
の
件
並
び
に
設
置
認
可
申
請
の
件

　

昭
和
三
十
二
年
七
月
二
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
席
評
議
員　
　

柴
田
德
次
郎
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仝　
　
　
　
　
　

樹
下
信
雄
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仝　
　
　
　
　
　

眞
野
正
順
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仝　
　
　
　
　
　

中
村
宗
雄
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仝　
　
　
　
　
　

柴
田
梵
天
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仝　
　
　
　
　
　

会
田
彦
一
（
印
）
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仝　
　
　
　
　
　

藤
田
正
実
（
印
）

　

三
（
マ
マ
）、

最
近
二
ヶ
年
の
決
算
及
び
完
成
年
度
ま
で
の
予
算

　

昭
和
三
十
年
度
収
支
決
算

歳
入　

金
八
百
五
拾
五
万
八
阡
九
百
九
拾
六
円
也

歳
出　

金
八
百
五
拾
五
万
八
阡
九
百
九
拾
六
円
也

歳
入
歳
出
差
引
残
金
な
し

　
〔
昭
和
三
〇
年
度
収
支
決
算
表　

略
〕

昭
和
三
十
一
年
度
収
支
決
算

歳
入　

金
壱
阡
九
百
四
拾
四
万
七
阡
壱
百
参
拾
円
也

歳
出　

金
壱
阡
九
百
四
拾
四
万
七
阡
壱
百
参
拾
円
也

歳
入
歳
出
差
引
残
金
な
し

　
〔
昭
和
三
一
年
度
収
支
決
算
表　

学
校
法
人
国
士
舘
寄
附
行
為　

略
〕
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「（
内
表
紙
）

十
一
、
資
産
」

第
十
一
、
資
産

一
、
資
産
総
括

（一）　

基
本
財
産　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

円

　

一
、
校　
　

地　
　
　
　
　
　
　
　

 

五
、二
〇
一
坪　
　
　
　

一
五
六
、〇
三
〇
、〇
〇
〇

　

二
、
校　
　

舎　
　
　
　
　
　

 　
　

三
、一
六
三
坪
〇
八　
　
　

七
二
、〇
八
二
、〇
〇
〇

　

三
、
図　
　

書　
　
　
　
　
　
　

 

四
〇
、九
三
一
冊　
　
　
　
　

三
〇
、四
二
七
、三
〇
〇

　

四
、
機
械
器
具　
　
　
　
　
　
　
　
 
二
、二
四
一
点　
　
　
　
　
　

五
、八
六
四
、三
六
〇

　

五
、
標　
　

本　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
四
〇
点　
　
　
　
　
　
　

 

八
四
六
、七
〇
〇

　

六
、
備　
　

品
（
校
具
、
教
具
）　　

五
、七
六
二
点　
　
　
　
　

一
〇
、三
〇
六
、六
〇
〇

　

七
、
動　
　

物　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
頭　
　
　
　
　
　
　

 

一
八
〇
、〇
〇
〇

　

八
、
樹　
　

木　
　
　
　
　
　
　
　

 

三
、九
五
二
本　
　
　
　
　

三
一
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇

計　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
〇
六
、七
三
六
、九
六
〇

（二）　

運
用
財
産　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

円

　

一
、
現　
　

金　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

三
一
二
、五
〇
〇
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二
、
銀
行
預
金
残
高　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
〇
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇

計　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
〇
、三
一
二
、五
〇
〇

（三）　

借
入
財
産

　

一
、
校
舎
敷
地　
　
　
　
　
　
　
　

 

六
、〇
八
八
坪
三
五

　

二
、
運
動
場　
　
　
　
　
　
　

 

一
一
、〇
八
一
坪

計　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

一
七
、一
六
九
坪
三
五

　

三
、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

円

　
　
　

東　

京　

都　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
、二
二
〇
、〇
〇
〇

　
　
　

私
立
学
校
振
興
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

九
、八
八
四
、〇
〇
〇

　
　
　

冨
士
銀
行　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇

　
　
　

平
和
相
互
銀
行　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇

計　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
五
、一
〇
四
、〇
〇
〇

総　

計　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
四
二
、一
五
三
、四
六
〇

　
〔
貸
借
対
照
表
、
資
産
内
訳
、
預
金
残
高
証
明
書　

略
〕
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「（
内
表
紙
）

十
二
、
維
持
経
営
の
方
法
」

第
十
二
、
維
持
経
営
の
方
法

（一）　

維
持
の
方
法

本
学
の
授
業
料
、
入
学
金
、
検
定
料
、
証
明
手
数
等
の
外
、
併
設
学
校
（
短
期
大
学
、
高
等
学
校
、
中
学
校
）
の
収
入
、

維
持
員
会
の
寄
附
に
よ
り
維
持
す
る
。
尚
不
足
の
場
合
は
各
理
事
が
之
を
保
証
補
填
す
る
。

（二）　

維
持
員
会
の
目
的
及
び
組
織
は
別
紙
の
通
り
で
あ
る
。

　
〔
国
士
舘
大
学
維
持
員
会
規
約　

国
士
舘
再
建
趣
意
書　

略
〕

　

収
支
予
算
書

昭
和
三
十
三
年
度
収
支
予
算

歳　
　

入
経
常
部　

金
参
阡
弐
百
八
拾
五
万
五
阡
円
也

臨
時
部　

金
六
百
四
拾
万
円
也

合
計　

金
参
阡
九
百
弐
拾
五
万
五
阡
円
也

歳　
　

出
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経
常
部　

金
参
阡
弐
百
八
拾
五
万
五
阡
円
也

臨
時
部　

金
六
百
四
拾
万
円
也

合
計　

金
参
阡
九
百
弐
拾
五
万
五
阡
円
也

歳
入
歳
出
差
引
残
金
な
し

　
〔
収
支
予
算
表　

略
〕

昭
和
三
十
四
年
度
収
支
予
算

歳　
　

入
経
常
部　

金
参
阡
七
百
参
拾
七
万
五
阡
円
也

臨
時
部　

金
六
百
四
拾
万
円
也

合
計　

金
四
阡
参
百
七
拾
七
万
五
阡
円
也

歳　
　

出
経
常
部　

金
参
阡
七
百
参
拾
七
万
五
阡
円
也

臨
時
部　

金
六
百
四
拾
万
円
也

合
計　

金
四
阡
参
百
七
拾
七
万
五
阡
円
也
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歳
入
歳
出
差
引
残
金
な
し

　
〔
収
支
予
算
表　

略
〕

昭
和
三
十
五
年
度
収
支
予
算

歳　
　

入
経
常
部　

金
参
阡
八
百
拾
万
壱
阡
円
也

臨
時
部　

金
六
百
四
拾
万
円
也

合
計　

金
四
阡
四
百
五
拾
万
壱
阡
円
也

歳　
　

出
経
常
部　

金
参
阡
八
百
拾
万
壱
阡
円
也

臨
時
部　

金
六
百
四
拾
万
円
也

合
計　

金
四
阡
四
百
五
拾
万
壱
阡
円
也

歳
入
歳
出
差
引
残
金
な
し

　
〔
収
支
予
算
表　

略
〕
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昭
和
三
十
六
年
度
収
支
予
算

歳　
　

入
経
常
部　

金
参
阡
八
百
六
拾
弐
万
壱
阡
円
也

臨
時
部　

金
六
百
四
拾
万
円
也

合
計　

金
四
阡
五
百
弐
万
壱
阡
円
也

歳　
　

出
経
常
部　

金
参
阡
八
百
六
拾
弐
万
壱
阡
円
也

臨
時
部　

金
六
百
四
拾
万
円
也

合
計　

金
四
阡
五
百
弐
万
壱
阡
円
也

歳
入
歳
出
差
引
残
金
な
し

　
〔
収
支
予
算
表　

略
〕

「（
内
表
紙
）

十
三
、
開
設
年
次
」

第
十
三　

開
設
年
次

第
一
年
次
、
第
二
年
次
、
第
三
年
次
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理　
　

由

　

新
た
に
国
士
舘
大
学
体
育
学
部
設
置
認
可
の
上
は
母
体
校
た
る
国
士
舘
短
期
大
学
体
育
科
の
学
生
募
集
は
停
止
の
予
定
で
、

現
在
国
士
舘
短
期
大
学
体
育
科
第
二
年
次
及
第
一
年
次
に
在
籍
の
学
生
を
そ
れ
ぞ
れ
新
設
国
士
舘
大
学
体
育
学
部
第
三
年
次
及

第
二
年
次
に
編
入
せ
し
め
た
き
た
め
で
あ
る
。

「（
内
表
紙
）

十
四
、
現
在
設
置
し
て
い
る
学
校
の
現
況
」

第
十
四
、
現
在
設
置
し
て
い
る
学
校
の
現
況

Ａ
、
国
士
舘
短
期
大
学

一
、
学　

校　

名　

国
士
舘
短
期
大
学

　
　

沿　
　
　
　

革　

本
学
は
、
元
専
門
学
校
令
に
よ
り
昭
和
四
年
設
立
さ
れ
た
国
士
舘
専
門
学
校
を
母
体
と
し
て
、
昭
和

二
十
八
年
三
月
設
置
認
可
さ
れ
、
国
文
科
及
び
経
済
科
（
第
二
部
）
が
置
か
れ
た
が
更
に
同
三
十
一
年

三
月
体
育
科
（
三
年
制
）
の
増
設
認
可
が
あ
っ
た
。
国
士
舘
専
門
学
校
は
設
立
以
来
文
武
両
道
の
錬
成

を
以
て
そ
の
特
色
と
し
た
が
、
昭
和
二
十
一
年
一
月
文
科
本
位
の
内
容
に
改
め
、
至
徳
専
門
学
校
と
改

称
さ
れ
、
本
学
設
立
と
共
に
昭
和
二
十
九
年
を
以
て
廃
止
さ
れ
た
。

二
、
現
行
学
則　

別
紙
の
通
り
。
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三
、
教　
　
　
　

員　

別
紙
の
通
り
。

四
、
学
生
定
員　

第
一
部　

国
文
科　

八
〇
名　
　
　

体
育
科　

三
〇
〇
名

　
　
　

第
二
部　

経
済
科　

八
〇
名

　
　
　

現
在
数　

四
百
五
十
名

累
計
卒
業
生
数　

八
五
名

Ｂ
、
国
士
舘
高
等
学
校

一
、
学　

校　

名　

国
士
舘
高
等
学
校

　
　

沿　
　
　
　

革　

本
校
は
元
国
士
舘
中
学
校
と
称
し
、
大
正
十
二
年
四
月
の
設
立
で
、
最
初
定
員
七
百
五
拾
名
の
所
、
昭

和
十
七
年
定
員
一
、〇
〇
〇
名
に
変
更
、
昭
和
二
十
年
五
月
二
十
五
日
戦
災
に
罹
り
、
校
舎
の
大
部
分

を
消
失
し
た
が
、
昭
和
二
十
三
年
四
月
学
則
の
改
変
に
よ
り
高
等
学
校
普
通
科
に
昇
格
。
従
来
の
国
士

舘
商
業
学
校
（
夜
間
）
は
商
業
科
に
転
換
し
、
現
在
普
通
科
（
昼
間
）
商
業
科
（
夜
間
）
の
二
科
よ
り

な
っ
て
い
る
。

二
、
現
行
学
則　

別
紙
の
通
り
。

三
、
教　
　
　
　

員　

別
紙
の
通
り
。

四
、
生
徒
定
員　

昼
間　

三
〇
〇
名
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夜
間　

四
〇
〇
名

　
　
　

現
在　

昼
間　

三
〇
〇
名

　
　
　
　
　
　

夜
間　

一
八
八
名

累
計
卒
業
生
数　

昼
間　

六
三
六
名

　
　
　

夜
間　

四
二
五
名

Ｃ
、
国
士
舘
中
学
校

一
、
学　

校　

名　

国
士
舘
中
学
校

　
　

沿　
　
　
　

革　

本
校
は
元
国
士
舘
中
学
校
と
称
し
、
大
正
十
二
年
四
月
設
立
さ
れ
五
年
制
の
旧
制
中
学
校
で
あ
っ
た

が
、
昭
和
二
十
二
年
四
月
学
制
の
改
変
に
よ
り
新
制
中
学
校
に
転
換
し
た
。

二
、
現
行
学
則　

別
紙
の
通
り
。

三
、
教　
　
　
　

員　

別
紙
の
通
り
。

四
、
生
徒
定
員　

一
五
〇
名

　
　
　

現
在　

一
〇
四
名

累
計
卒
業
生
数　

二
七
八
名

尚
、
旧
制
中
学
校
卒
業
生
を
加
え
る
と
四
、二
四
八
名
。
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〔
国
士
舘
短
期
大
学
々
則
、
国
士
舘
高
等
学
校
学
則
（
普
通
科
）、
国
士
舘
高
等
学
校
学
則
（
商
業
科
）、
国
士
舘
中

学
校
学
則　

略
〕

Ａ　

国
士
舘
短
期
大
学

担　

当　

学　

科　

目

職　

名
専
任
兼
担

兼
任
の
別

氏　

名

略　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

歴

学　
　
　
　

歴

職　
　
　
　

歴

一
般
教
育

哲

学
教　

授
専　

任
太
田
定
康
東
京
帝
国
大
学
文
学
部　

哲
学
科
国
士
舘
専
門
学
校　

教
授

〃

倫

理

学
教　

授
専　

任
佐
藤
嘉
祐
日
本
大
学　

法
文
学
部　

政
治
学

科

日
本
大
学
専
門
部　

拓
殖
科　

講

師

〃

文

学
助
教
授
専　

任
宮
沢
林
直
早
稲
田
大
学　

文
学
部　

国
文
学

科

東
京
文
科
大
学　

助
教
授

相
模
女
子
大
学　
　

〃

〃

法

学
講　

師
専　

任
柴
田
梵
天
早
稲
田
大
学　

大
学
院　

法
学
研

究
科

国
士
舘
専
門
学
校
長

〃

生

物

学
講　

師
専　

任
影
山
藤
作
東
京
外
国
語
学
校　

専
修
科　

ド

イ
ツ
語
科

戸
板
女
子
専
門
学
校　

講
師

国
士
舘
専
門
学
校　

講
師

〃

生

物

学
講　

師
専　

任
松
本
豊
雄
北
海
道
帝
国
大
学　

農
学
部　

農

業
生
物
学
科

茨
城
大
学
文
理
学
部　

講
師

〃

漢
文
講
読
教　

授
兼　

担
新
田　

興

国
士
舘
専
門
学
校　

教
授

〃

漢
文
講
読
教　

授
兼　

担
成
井
弘
文
早
稲
田
大
学　

高
等
師
範
部

広
島
女
学
院
大
学
教
授

〃

法

学
教　

授
兼　

任
中
村
弥
三
次
早
稲
田
大
学　

法
学
部　

法
律
学

科

早
稲
田
大
学
法
学
部　

教
授

〃

生

物

学
教　

授
兼　

任
江
本
義
数
東
京
帝
国
大
学

理
科
大
学　

植
物
学
科

学
習
院
大
学　

教
授

〃

歴

史

（
西
洋
史
）
講　

師
兼　

任
神
保
規
一
東
京
帝
国
大
学　

文
学
部　

西
洋

史
学
科

東
京
経
済
大
学　

助
教
授

〃

統

計

学
講　

師
兼　

任
森　

数
樹
東
京
帝
国
大
学

日
本
大
学　

教
授
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理
科
大
学　

数
学
科

〃

経

済

学

社
会
思
想
史
講　

師
兼　

任
日
下
藤
吾
東
京
帝
国
大
学　

経
済
学
部

青
山
学
院
大
学　

経
済
学
部　

教

授

〃

数

学
講　

師
兼　

任

〃

歴

史

（
日
本
史
）
講　

師
兼　

任
片
山　

巍
東
京
帝
国
大
学　

文
学
部　

国
史

学
科

専
修
大
学　

講
師

外
国
語

英

語
教　

授
専　

任
根
本　

剛
東
京
帝
国
大
学　

文
科
大
学　

英

文
学
科

中
央
大
学　

教
授

国
士
舘
専
門
学
校　

教
授

〃

英

語
教　

授
専　

任
小
辻
節
三
米
国
バ
ー
ク
レ
ー
市
太
平
洋
宗
教

大
学
院

関
東
学
院
大
学　

教
授

〃

英

語
講　

師
専　

任
清
水
良
三
早
稲
田
大
学
政
治
経
済
学
部

同　

法
学
部
大
学
院　

特
別
研
究

生

財
団
法
人
日
本
外
政
学
会　

調
査

員

〃

独

逸

語
講　

師
兼　

任
満
足　

卓
東
京
帝
国
大
学　

文
学
部　

独
逸

文
学
科

日
本
大
学　

助
教
授

〃

中

国

語
講　

師
兼　

任
飯
田
吉
郎
東
京
文
理
科
大
学　

文
学
科　

漢

文
学
専
攻　

東
京
文
理
科
大
学　

漢
文
学
特
別

研
究
生

体

育

講
義
及
実
技
講　

師　
兼　

担
鈴
木
八
郎
東
京
体
育
専
門
学
校　

体
操
科

東
京
教
育
大
学　

体
育
学
部　

助

手

〃

講
義
及
実
技
講　

師
兼　

担
平
間
光
雄
日
本
体
育
専
門
学
校

中
央
大
学　

法
学
部

二
松
学
舎
大
学　

講
師

専
門
科
目

（
国
文
科
）
国

文

学
教　

授
専　

任
亀
田
純
一
郎
東
京
帝
国
大
学　

文
学
部　

国
文

学
科

陸
軍
教
授

第
一
高
等
学
校　

教
授

〃

国

語

科
教　

授
専　

任
安
田
喜
代
門
国
学
院
大
学　

師
範
部　

国
語
漢

文
科

福
岡
高
等
学
校　

教
授

二
松
学
舎
大
学　

教
授

大
東
文
化
大
学　

兼
任
教
授

〃

中
国
文
学
教　

授
専　

任
新
田　

興

国
学
院
大
学　

教
授

国
士
舘
専
門
学
校　

教
授



国士舘史研究年報 2015　楓厡

100

〃

中
国
文
学
教　

授
専　

任
成
井
弘
文
早
稲
田
大
学　

高
等
師
範
部

広
島
女
学
院
大
学　

教
授　
　
　
　

〃

文
学
概
論

文
芸
思
潮
講　

師
専　

任
芳
賀　

檀
東
京
帝
国
大
学　

文
学
部　

独
逸

文
学
科

第
三
高
等
学
校　

教
授

ベ
ル
リ
ン
大
学　

講
師

〃

国

文

学
講　

師
専　

任
魚
尾
晃
久
大
正
大
学
学
部　

国
文
学
科

国
士
舘
専
門
学
校　

講
師

〃

国

文

学
助
教
授
兼　

担
宮
沢
林
直
（
前
掲
）

〃

国

語

学
教　

授
兼　

任
寺
川
喜
四
男
早
稲
田
大
学　

文
学
部　

文
学
科

台
北
帝
国
大
学　

文
政
学
部　

大

学
院

駒
沢
大
学
大
学
院　

教
授

〃

国

語

学
教　

授
兼　

任
山
岸
徳
平
東
京
帝
国
大
学　

文
学
部　

国
文

学
科

東
京
文
理
科
大
学　

教
授

実
践
女
子
大
学　

教
授

〃

国

語

学
講　

師
兼　

任
三
谷
栄
一
国
学
院
大
学　

文
学
部　

国
文
学

科

弘
前
大
学　

教
授

実
践
女
子
大
学　

教
授

〃

国

語

学
講　

師
兼　

任
保
坂
弘
司
早
稲
田
大
学　

文
学
部　

国
文
学

科

昭
和
女
子
大
学　

教
授

〃（
体
育
科
）体
育
原
理

外

教　

授
専　

任
岡
部
平
太
東
京
高
等
師
範
学
校　

体
操
専
修

科

長
崎
大
学　

教
授

福
岡
学
芸
大
学　

教
授

〃

〃

体
育
方
法

（
格
技
）
教　

授
専　

任
會
田
彦
一
東
京
高
等
師
範
学
校　

体
操
専
修

科

国
士
舘
専
門
学
校　

教
授

法
政
大
学　

講
師

国
士
舘
短
期
大
学　

講
師

〃

〃

体
育
方
法

（
陸
上
競
技
）
教　

授
専　

任
金
子
藤
吉
東
京
高
等
師
範
学
校　

体
育
科
甲

組

海
上
保
安
大
学　

教
授

〃

〃

衛

生

学

栄

養

学
教　

授
専　

任
小
金
井
良
一
東
京
帝
国
大
学　

医
学
部

海
軍
軍
医
学
校　

教
官

昭
和
医
学
専
門
学
校　

教
授

青
島
医
学
専
門
学
校　

教
授

〃

〃

解

剖

及

生

理

学
教　

授
専　

任
佐
藤
英
夫
東
京
慈
恵
会
医
科
大
学

東
京
慈
恵
会
医
科
大
学　

整
形
外

科　

医
局
員

〃

〃

体
育
方
法

（
格
技
）
教　

授
専　

任
大
野
操
一
郎
東
京
高
等
師
範
学
校　

体
育
科
丙

組

早
稲
田
大
学　

剣
道
師
範
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〃

〃

体
育
方
法

（　
　
　
　

）
教　

授
専　

任
加
藤
孝
吾
日
本
体
育
会
体
操
学
校　

高
等
科
日
本
体
育
大
学　

教
授

日
本
体
育
大
学
女
子
短
期
大
学　

教
授

〃

〃

体
育
方
法

（
球
技
）
助
教
授
専　

任
石
田　

啓
東
京
体
育
専
門
学
校　

本
科
体
操

科

東
京
体
育
専
門
学
校　

助
教
授

東
京
芸
術
大
学　

講
師

〃

〃

体
育
方
法

（
球
技
）
講　

師
専　

任
坂
井
正
郎
東
京
教
育
大
学　

体
育
学
部　

体

育
学
科

東
京
体
育
専
門
学
校　

教
授

東
京
教
育
大
学
体
育
学
部　

助
手

〃

〃

体
育
方
法

（
体
操
）
講　

師
専　

任
鈴
木
八
郎
東
京
体
育
専
門
学
校　

体
操
科

東
京
教
育
大
学　

体
育
学
部　

助

手

〃

〃

体
育
方
法

（
リ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

）

専　

任
平
間
光
雄
日
本
体
育
専
門
学
校

中
央
大
学　

法
学
部

二
松
学
舎
大
学　

講
師

〃

〃

解

剖

及

生

理

学
講　

師
専　

任
幸
野
密
二
東
京
慈
恵
会
医
科
大
学

日
本
大
学　

講
師

〃

〃

体
育
方
法

（
陸
上
競
技
）
講　

師
専　

任
入
沢
甲
寅
日
本
体
育
会

体
操
学
校　

高
等
科

柏
崎
短
期
大
学
講
師

〃

〃

療

育

学

救

急

法
講　

師
兼　

任
伊
藤
京
逸
東
京
帝
国
大
学　

医
学
部　

医
学

科

東
京
大
学　

講
師

〃

〃

体
育
管
理
講　

師
兼　

任
西
田
泰
介
東
京
高
等
師
範
学
校　

体
育
科
甲

組

文
部
省
体
育
官

社
会
教
育
局
運
動
厚
生
課
長

同　
　
　
　
　
　

体
育
課
長

〃

〃

学
校
保
健

健
康
教
育
論
講　

師
兼　

任
豊
田　

章
日
本
医
科
大
学

東
京
体
育
専
門
学
校　

教
授

東
京
教
育
大
学　

教
授

〃

〃

体
育
心
理
学

体
育
社
会
学
講　

師
兼　

任
竹
中
玉
一
東
京
文
理
科
大
学　

教
育
学
科
心

理
学
専
攻

東
京
教
育
大
学　

教
授

金
沢
大
学　

教
授

広
島
大
学　

教
授

〃

〃

体
育
方
法

（
格
技
）
講　

師
兼　

任
斎
村
五
郎
京
都
武
徳
会
立
武
術
教
員
養
成
所
警
視
庁
剣
道
師
範

国
士
舘
専
門
学
校　

教
授
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〃

〃

体
育
方
法

（
格
技
）
講　

師
兼　

任
醍
醐
敏
郎
東
京
高
等
師
範
学
校　

体
育
科

講
道
館
研
修
員

〃

〃

体
育
方
法

（
格
技
）
助　

手
専　

任
上
野
孫
吉
至
徳
専
門
学
校　

国
語
科

〃

〃

体
育
方
法

（
体
操
）
助　

手
専　

任
丸
山
孝
司
日
本
体
育
大
学　

体
育
学
部

〃

〃

体
育
方
法

（
陸
上
競
技
）
助　

手
専　

任
服
部
利
夫
日
本
体
育
大
学　

体
育
学
部

〃

〃

体
育
方
法

（
球
技
）
助　

手
専　

任
行
元
博
文
日
本
体
育
大
学　

体
育
学
部

〃

〃

体
育
方
法

（
格
技
）
助　

手
専　

任
菅
原
克
夫
日
本
体
育
大
学　

体
育
学
部

〃

（
経
済
科

第
二
部
）

取
引
所
論
教　

授
専　

任
小
山
正
之
助
日
本
大
学　

法
律
学
科

日
本
大
学
経
済
学
部

大
学
院
兼
任
講
師

申
請
中

〃〃

経

済

史

世
界
経
済
教　

授
専　

任
鹿
島
宗
二
郎
東
京
商
科
大
学

関
東
短
期
大
学　

教
授

〃

経
済
学
演
習
教　

授
専　

任
佐
倉
重
夫
東
京
帝
国
大
学
法
科
大
学
　
経

済
学
科

中
央
大
学
　
講
師

早
稲
田
大
学
　
講
師

申
請
中

〃

経

済

学
教　

授
専　

任
樋
口
兼
雄
東
京
帝
国
大
学
経
済
学
部

熊
本
大
学　

講
師

熊
本
女
子
短
期
大
学　

講
師

申
請
中

〃〃

商

業

学

交

通

論

経
済
原
論
教　

授
専　

任
八
木
常
三
郎
早
稲
田
大
学
商
学
部

同
大
学
院
交
通
経
済
専
攻

早
稲
田
大
学
商
学
部　

講
師

申
請
中

〃

簿
記
及
会
計
教　

授
専　

任
吉
永　

中
東
京
商
科
大
学

満
洲
国
建
国
大
学
研
究
員　

並
ニ

講
師

申
請
中

〃

民

法
講　

師
専　

任
赤
坂
昭
二
早
稲
田
大
学
第
一
法
学
部

早
稲
田
大
学
法
学
部　

助
手
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〃

同
大
学
院
法
学
研
究
科

〃〃

農
業
経
済
講　

師
専　

任
諸
井
忠
一
立
教
大
学
商
学
部

高
崎
市
立
経
済
短
期
大
学　

講
師

〃〃

保

険

論

工
業
概
論
講　

師
専　

任
森
田
健
三
早
稲
田
大
学
第
二
商
学
部

同
大
学
院
商
学
研
究
科

早
稲
田
大
学
商
学
部　

副
主

申
請
中

〃〃

原
書
講
読
講　

師
専　

任
後
藤
友
日
子
早
稲
田
大
学
大
学
院　

商
学
研
究

科

申
請
中

〃〃

民

法

商

法
教　

授
兼　

任
中
村
宗
雄
早
稲
田
大
学　

大
学
部
法
学
科

早
稲
田
大
学　

教
授

〃〃

経

済

史

産
業
概
説
教　

授
兼　

任
岩
田
耕
作
京
都
帝
国
大
学
経
済
学
部

日
本
大
学　

教
授

〃〃

保

険

論
講　

師
兼　

任
米
高　

信
早
稲
田
大
学
商
学
部

早
稲
田
大
学　

教
授

〃〃

経
済
政
策
講　

師
兼　

任
加
藤
一
雄
日
本
大
学
法
文
学
部

日
本
大
学　

教
授

〃〃

財

政

学
講　

師
兼　

任
松
下
周
太
郎
米
国
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学　

大
学
院

政
治
経
済
学
科

早
稲
田
大
学　

教
授

〃〃

商

法
講　

師
兼　

任
林　

義
雄
早
稲
田
大
学
法
学
部
英
法
科

早
稲
田
大
学
教
授

〃〃

経
済
政
策

職
業
指
導
講　

師
兼　

任
小
川
福
次
郎
中
央
大
学
経
済
学
部

東
洋
大
学
助
教
授

教
職
科
目

教
育
原
理

教

育

史

教
育
実
習
教　

授
専　

任
小
沢
恒
一
早
稲
田
大
学
学
部　

文
学
科
哲
学

専
攻

早
稲
田
大
学　

教
授

〃

教
育
心
理
学

青
年
心
理
学
講　

師
専　

任
高
島
正
士
日
本
大
学
文
学
部
心
理
学
科

同
大
学
院
文
学
研
究
科

中
央
大
学
通
信
教
育
部　

指
導
教

員

〃

教
育
原
理

教

育

史
教　

授
兼　

任
松
月
秀
雄
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学　

哲
学

科
（
教
育
学
）

京
城
帝
国
大
学　

教
授

東
京
理
科
大
学　

教
授
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〃

国

語

科

教

育

法
助
教
授
兼　

担
宮
沢
林
直
（
前
掲
）

〃

保
健
体
育
科

教

育

法
教　

授
兼　

担
岡
部
平
太
（
前
掲
）

〃

職

業

科

教

育

法
講　

師
兼　

担
小
川
福
次
郎
（
前
掲
）

　

Ｂ　

国
士
舘
高
等
学
校
（
普
通
科
）

職　

名
専
任
兼
任
の
別
担
当
学
科

氏　
　
　

名

略　
　
　
　

歴

校

長

専

任

社

会
柴

田

梵

天
早
稲
田
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
卒
業

教

諭

〃

教
務
主
任

社

会

数

学
川
本
喜
三
郎
日
本
大
学
卒
業

〃

〃

国

語
佐

藤

五

郎
至
徳
専
門
学
校
〃

〃

〃

社

会
犬
飼
吉
兵
衛
立
正
大
学　
　

 

〃

〃

〃

数

学
原

重　
　

信
物
理
学
校　
　

 

〃

〃

〃

理

科

数

学
萩

村

岳

右
東
京
理
科
大
学 

〃

〃

〃

社

会
斉

藤

泰

純
大
正
大
学　
　

 

〃

〃

〃

英

語
大
久
保
行
雄
青
山
学
院
大
学 

〃

〃

〃

理

科
増

山　
　

曠
東
京
大
学　
　

 

〃

〃

〃

保
健
体
育
入

沢

甲

寅
日
本
体
育
大
学 
〃

〃

〃

英

語
雑

賀

保

三
青
山
学
院
大
学 
〃

〃

〃

社

会
添

田

啓

介
早
稲
田
大
学　

 
〃

〃

〃

英

語
大

桐

菊

郎
東
洋
大
学　
　

 

〃

〃

〃

英

語
鈴

木

達

夫
青
山
学
院
大
学 

〃
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〃

〃

武

道
宮

内

美

昭
鹿
児
島
大
学　

 

〃

〃

〃

社

会
藤

本

泰

弘
大
正
大
学　
　

 

〃

〃

〃

数

学
岡

積

清

治
広
島
高
等
師
範
学
校
中
等
教
員
養
成
所

講

師

兼

任

生

物
影

山

藤

作
検
定

〃

〃

社

会
坂

本

辰

男
至
徳
専
門
学
校
卒
業

〃

〃

日
本
史
片

山　
　

巍
東
京
大
学　
　

 

〃

〃

〃

音

楽
筒

井

快

哉
東
京
音
楽
学
校 

〃

〃

〃

英

語
根

本　
　

剛
東
京
大
学　
　

 

〃

〃

〃

国

語
萩

原

恭

男
早
稲
田
大
学　

 

〃

〃

〃

漢

文
成

井

弘

文
早
稲
田
大
学　

 

〃

〃

〃

数

学

理

科
堤

清
東
京
農
業
大
学 

〃

〃

〃

武

道
大
野
操
一
郎
東
京
高
等
師
範
学
校
〃

〃

〃

体

育
見

目

正

基
東
京
農
業
大
学 

〃

〃

〃

社

会
野

中

公

達
早
稲
田
大
学　

 

〃

〃

〃

体

育
服

部

利

夫
日
本
体
育
大
学 

〃

〃

〃

体

育
丸

山

孝

司
日
本
体
育
大
学 

〃

〃

〃

体

育
行

本（
元
）

博

文
日
本
体
育
大
学 

〃

〃

〃

数

学
紫

藤

貞

昭
早
稲
田
大
学　

 

〃

〃

〃

理

科
原

田

仁

平
東
京
理
科
大
学 

〃

〃

〃

英

語
清

水

良

三
早
稲
田
大
学　

 

〃

〃

〃

武

道
上

野

孫

吉
国
士
舘
専
門
学
校
〃

〃

〃

武

道
小
川
忠
太
郎
国
士
舘
高
等
科 
〃
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Ｂ　́

��

国
士
舘
高
等
学
校
（
商
業
科
）

職　

名

専
任
兼
任
の
別

担
当
学
科

氏　
　
　

名

略　
　
　
　

歴

教

諭

兼

任

教
務
主
任

英

語
大
久
保
行
雄
青
山
学
院
大
学
卒
業

〃

専

任

商
業
経
済

簿

記
中

根

實

子
中
央
大
学　
　

 

〃

〃

〃

物

象
櫻
井
信
太
郎
東
京
大
学　
　

 

〃

講

師

兼

任

珠

算
西

尾

雄

昌
早
稲
田
大
学
大
学
院
〃

〃

〃

簿

記

会

計
遠

藤

幸

吉
駒
沢
大
学　
　

 

〃

〃

〃

商
業
経
済

経

済
添

田

啓

介
早
稲
田
大
学　

 

〃

〃

〃

商
業
法
規
後

藤

実
明
治
大
学　
　

 

〃

〃

〃

商

品

簿

記
大
田
昭
二
郎
駒
沢
大
学　
　

 

〃

〃

〃

歴

史
犬
飼
吉
兵
衛
立
正
大
学　
　

 

〃

〃

〃

社

会
斉

藤

泰

純
大
正
大
学　
　

 

〃

〃

〃

数

学
山

本

信

一
東
京
理
科
大
学 

〃

〃

〃

数

学
増

山

曠
東
京
大
学　
　

 

〃

〃

〃

国

語
佐

藤

五

郎
至
徳
専
門
学
校 

〃

〃

〃

体

育
丸

山

孝

司
日
本
体
育
大
学 

〃

〃

〃

英

語
雑

賀

保

三
青
山
学
院
大
学 

〃
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Ｃ　

国
士
舘
中
学
校

職　

名

専
任
兼
任
の
別

担
当
学
科

氏　
　
　

名

職　
　
　
　

歴

校

長

兼

任

柴

田

梵

天
早
稲
田
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
卒
業

教

諭

専

任

理

科

数

学
山

本

信

一
東
京
理
科
大
学
卒
業

〃

〃

国

語
大

国

祐

治
国
士
舘
短
期
大
学
〃

〃

〃

国

語
牛

島

一

雄
国
士
舘
短
期
大
学
〃

〃

兼

任

数

学
川
本
喜
三
郎
日
本
大
学　
　

 

〃

〃

〃

英

語
雑

賀

保

三
青
山
学
院
大
学 

〃

〃

〃

保
健
体
育
入

沢

甲

寅
日
本
体
育
大
学 

〃

〃

〃

武

道
宮

内

美

昭
鹿
児
島
大
学　

〃

講

師

兼

任

理

科
影

山

藤

作
岡
山
師
範
学
校
〃

〃

〃

職

業
坂

本

辰

男
至
徳
専
門
学
校
〃

〃

〃

武

道
上

野

孫

吉
国
士
舘
専
門
学
校
〃

〃

〃

社

会
野

中

公

達
早
稲
田
大
学　
　

〃

「（
内
表
紙
）

十
五
、
将
来
の
計
画
」

第
十
五　

将
来
の
計
画

一
、
学
部
及
び
学
科
組
織
に
関
す
る
こ
と
。

現
在
の
短
期
大
学
国
文
科
及
び
経
済
科
（
第
二
部
）
を
将
来
施
設
の
充
実
と
共
に
四
年
制
に
し
て
教
育
の
徹
底
を
図

る
予
定
で
あ
る
。
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二
、
学
科
目
教
員
等
に
関
す
る
こ
と
。

現
在
の
学
科
目
は
必
要
に
応
じ
拡
充
し
、
こ
れ
に
要
す
る
教
職
員
も
準
備
す
る
。

三
、
校
地
校
舎
等
に
関
す
る
こ
と
。

校
地
に
つ
い
て
は
将
来
隣
接
地
の
買
収
を
な
し
運
動
場
と
し
て
拡
張
す
る
予
定
で
あ
る
。

四
、
図
書
、
標
本
、
機
械
器
具
等
に
関
す
る
こ
と
。

図
書
、
標
本
、
機
械
、
器
具
等
は
毎
年
予
算
を
計
上
し
て
現
在
の
補
充
を
速
か
に
完
成
す
る
と
共
に
、
教
育
の
完
遂

を
期
し
て
教
材
の
補
充
に
努
力
す
る
。

五
、
母
体
校
の
あ
る
と
き
は
そ
の
転
換
方
針

　

母
体
校
た
る
国
士
舘
短
期
大
学
体
育
科
の
設
置
認
可
当
時
の
体
育
科
専
用
の
校
地
、
建
物
、
図
書
、
機
械
、
器
具
備

品
、
教
員
、
学
生
を
あ
げ
て
新
設
の
国
士
舘
大
学
体
育
学
部
設
置
の
為
に
吸
収
充
当
す
る
。
従
っ
て
昭
和
三
十
三
年
四
月

国
士
舘
大
学
設
置
認
可
の
上
は
、
既
存
の
国
士
舘
短
期
大
学
体
育
科
は
学
生
募
集
を
停
止
し
、
自
然
廃
校
と
な
る
も
の
と

す
る
。

六
、
校
地
、
校
舎
、
図
書
、
機
械
、
器
具
、
教
員
、
学
生
の
転
換
方
針

１　

校
地
は
、
国
士
舘
短
期
大
学
体
育
科
（
以
下
短
大
体
育
科
と
称
す
）
専
用
校
舎
敷
地
一
〇
〇
〇
坪
及
専
用
運
動
場

三
〇
〇
〇
坪
を
新
設
国
士
舘
大
学
体
育
学
部
（
以
下
大
学
体
育
学
部
と
称
す
）
の
専
用
の
一
部
に
充
当
す
る
。
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２　

短
大
体
育
科
専
用
校
舎
の
う
ち
、
体
育
館
、
武
道
場
、
学
生
控
室
、
学
生
便
所
（
二
ヶ
所
の
内
一
ヶ
所
）
及
運
動
具
庫

（
共
用
）
を
新
設
大
学
体
育
学
部
専
用
校
舎
に
充
当
す
る
。

３　

図
書
の
う
ち
短
大
体
育
科
専
用
図
書
五
、三
四
三
冊
（
内
訳
一
般
教
育
図
書
一
、八
〇
〇
冊
、
専
門
図
書
三
、五
四
三
冊
）

を
新
設
大
学
体
育
学
部
専
用
図
書
と
し
て
充
当
す
る
。

４　

標
本
の
う
ち
、
短
大
体
育
科
専
用
二
一
〇
点
は
、
新
設
大
学
体
育
学
部
専
用
に
充
当
す
る
。

５　

機
械
器
具
の
う
ち
短
大
体
育
科
専
用
三
九
六
点
を
新
設
大
学
体
育
学
部
専
用
に
充
当
す
る
。

６　

教
員
の
う
ち
短
大
体
育
科
専
任
教
員
十
二
名
を
新
設
大
学
体
育
学
部
専
任
教
員
と
し
て
採
用
し
、
又
短
大
体
育
科
兼
任

教
員
も
新
設
体
育
学
部
兼
任
教
員
と
し
て
委
嘱
す
る
。

７　

学
生
の
う
ち
短
大
体
育
科
在
籍
者
で
、
第
二
年
次
及
第
一
年
次
学
生
は
、
そ
れ
ぞ
れ
新
設
大
学
体
育
学
部
第
三
年
次
及

第
二
年
次
に
編
入
す
る
。

　

＊
１　

国
士
舘
大
学　

一
九
五
八
（
昭
和
三
三
）
年
四
月
、
国
士
舘
は
、
念
願
の
大
学
を
創
設
し
た
。
学
部
は
、
体
育

学
部
の
一
学
部
、
い
わ
ゆ
る
単
科
大
学
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
っ
た
。
学
科
は
体
育
学
科
の
み
、
入
学
定
員
一
〇
〇

人
で
発
足
し
た
。

　

体
育
学
部
の
設
置
に
よ
り
、
施
設
の
充
実
・
整
備
が
急
務
と
な
り
、
大
学
創
設
直
前
の
一
九
五
七
（
昭
和
三
二
）
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年
九
月
九
日
、
体
育
学
部
校
舎
と
し
て
五
号
館
（
Ｒ
Ｃ
４
階
建
）
を
起
工
し
、
翌
一
九
五
八
年
三
月
三
一
日
に
竣

工
・
完
成
し
た
。
次
い
で
、
一
九
六
〇
（
昭
和
三
五
）
年
七
月
、
日
本
水
泳
連
盟
公
認
の
五
〇
ｍ
プ
ー
ル
（
現
体

育
・
武
道
館
付
近
）
を
建
設
し
た
（
口
絵
「
施
設
の
充
実
と
整
備
」
参
照
）。

　

授
業
で
は
、
各
専
門
分
野
に
応
じ
て
指
導
教
員
を
採
用
し
、
当
初
は
、
陸
上
競
技
、
剣
道
、
柔
道
、
相
撲
、
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
器
械
体
操
、
野
球
な
ど
の
教
員
を
招
聘
し
、
そ
れ
に
応
じ
て
ク
ラ
ブ
も
設
置
し
た
。
そ
の
ほ
か
、

臨
海
実
習
・
ス
ケ
ー
ト
実
習
・
ス
キ
ー
実
習
な
ど
が
実
技
科
目
と
し
て
設
け
ら
れ
た
。
ま
た
、
一
九
六
一
（
昭
和

三
六
）
年
度
か
ら
は
女
子
学
生
が
入
学
し
、
ダ
ン
ス
・
ピ
ア
ノ
及
び
伴
奏
法
を
女
子
用
科
目
と
し
た
。

　

そ
の
後
の
大
学
経
営
に
つ
い
て
は
、
申
請
書
「
十
五
、
将
来
の
計
画
」
に
お
い
て
「
現
在
の
短
期
大
学
国
文
科
及

び
経
済
科
（
第
二
部
）
を
将
来
施
設
の
充
実
と
共
に
四
年
制
に
し
て
教
育
の
徹
底
を
図
る
予
定
で
あ
る
」
と
し
て
い

る
。
そ
し
て
、
こ
の
構
想
は
、
一
九
六
一
年
の
政
経
学
部
設
置
で
結
実
す
る
こ
と
に
な
る
。


